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被災居住地 特区適用でインセンティブの究実と住宅払い下げ特例を 

戸瑞長屋 

® fa 仏下げ特例: 新規工場 農業法人 

による 

新しい農業 
恒久住宅 

技術的支援 
(東京農大•国) 1/ 

被災居住 
： ^ 1 广 

_ _ 加 工 エ 着 

被災居住地 松川浦漁港 

7-

太平洋 

鎮魂記念館 相馬港 

人生の 

それぞれの 

ステージで 

生活再建 

職業領域と居住領域を分離 

•
高
齢
者=

今
後
の
人
生
を
不
安
な
く
安
定
し
て
生
活
で
き
る
よ
ぅ
、
住
居
整
備
、
生
活
支
援 

•
子
ど
も
達
H
P
T
S
D 

(

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害)

対
策
を
は
じ
め
、
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
ぅ
支
援
し
、 

良
好
な
教
育
環
境
を
提
供
。 

•
青
壮
年=

被
災
か
ら
立
ち
直
り
、
新
た
な
人
生
設
計
が
で
き
る
よ
う
に
、
職
業
、
住
居
な
ど
に
お
い
て
環
境
整
備
。 

基
本
理
今 じ’ 

平
成
m
年
3
月
n
曰
午
後
2
時 

牝
分
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災 

に
よ
つ
て
、
本
市
で
は
、
行
方 

不
明
者
を
含
む
死
者
4
5
9
名
、
津 

波
に
よ
る
家
屋
等
の
流
出
が
ー
、 

o
o
o
棟
を
超
え
る
な
ど
、
人
的 

に
も
物
的
に
も
甚
大
な
被
害
を
受 

け
ま
し
た
。 

震
災
後
約
3
力
月
間
は
、
4
、 

o
o
o
名
を
超
え
る
市
民
が
避
難 

所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま 

し
た
が
、
現
在
は
、
仮
住
ま
い
な 

が
ら
応
急
仮
設
住
宅
を
は
じ
め
と 

す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
独
立
住
居
で
新 

た
な
生
活
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。 

今
後
、
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
恒 

久
的
住
宅
に
移
り
、
被
災
者
が
自 

立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で 

き
る
よ
ぅ
に
、「

高
齢
者
子
供 

青
壮
年
層
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の 

ス
テ
丨
ジ
で
、
生
活
再
建
を
ど
の 

よ
う
に
果
た
し
て
い
く
か」

を
念 

頭
に
置
い
て
、
ソ
フ
ト
事
業
を
展 

開
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
津
波
に
よ
り
生
活
.
職 

業
空
間
が
失
わ
れ
た
被
災
地
の
土 

地
利
用
を
図
り
、
基
幹
産
業
で 

あ
っ
た
漁
業
、
農
業
を
復
活
さ
せ 

る
こ
と
は
、
被
災
者
の
方
々
の
人 

生
設
計
の
基
盤
と
な
る
事
業
と
な 

り
ま
す
。 

加
え
て
、
最
終
的
に
は
恒
久
住 

居
を
確
保
し
て
、
可
能
な
限
り
地 

域
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
た
、 

思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
に
あ
ふ
れ 

た
、
新
た
な
地
域
社
会
を
再
構
築 

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
き
ま 

す
。 こ

の
復
興
計
画
を
策
定
す
る
現 

在
に
お
い
て
、
被
災
土
地
の
取
り 

扱
い
や
、
新
た
な
住
宅
地
と
恒
久 

住
宅
の
青
写
真
が
明
確
に
計
画
で 

き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

今
後
、
国
の
方
針
決
定
を
待
っ
て
、 

更
な
る
具
体
化
を
進
め
て
い
き
ま 

す
。 福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事 

故
に
よ
る
被
害
に
は
、
健
康
管
理 

面
、
産
業
面
に
お
い
て
注
力
し
て 

い
き
ま
す
が
本
市
は
こ
の
地
に 

と
ど
ま
つ
て
、
被
災
者
と
と
も
に 

復
興
新
生
を
果
た
す
と
決
意
し
、 

今
日
ま
で
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
て 

き
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
風
評
被 

害
等
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
地
域 

一
丸
と
な
つ
て
努
力
し
て
い
き
ま 

す
。 我

々
相
馬
市
に
は
、
報
徳
仕
法 

で
育
て
ら
れ
た
市
民
の
勤
勉
性
と
、 

古
ょ
り
幾
多
の
苦
難
を
郷
土
一 

体 

と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
き
た
強
力 

な
住
民
の
絆
が
あ
り
ま
す
。 

近
年
は
、
市
役
所
で
取
得
し
た 

I
S
Q
9
0 
0
1
な
ど
の
近
代
的 

行
政
手
法
を
身
に
つ
け
て
き
ま
し 

た
。
こ
れ
ら
市
民
の
絆
と
行
政
の 

総
合
力
は
、
本
市
の
持
つ
大
き
な 

パ
ワ
丨
で
す
。 

市
民
一
丸
と
な
つ
て
、
平
成
の 

こ
の
時
代
に
我
々
を
襲
つ
た
こ
の 

災
害
を
力
強
く
乗
り
切
っ
て
い
く 

た
め
に
、
相
馬
市
復
興
計
画
の
第 

一
弾
を
策
定
し
ま
す
。 

相
馬
市
復
興
計
画 

パ
丨
ジ
ヨ
ン
1
.
1 

相
馬
市
の
復
興
イ
メ—

ジ ※ 
イ 
ン 
セ 
ン 
丁 

イ 

ブ 
II 
g 
標 
へ 

の 
意 
欲 
を 
* 
め 
る 
刺 
激 

m 
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相馬市復興計両 

計画の期間 

H 23年度 H 24年度 H 25年度 H 26年度 H 27年度 

1 1 1 1 1 丨 L 」 — 1 1 1 1 1 w 

H27年度まで_復興計画の期間 

-H25旬度まで_ 仮設住宅から恒久住宅などへの移住 

キの処^! 

業の復興 

• r&t づ又C 

応
急
仮
設
住
宅
で
の 

生
活
支
援 

計
画
の
進
行
管
理
復
興
方
針 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に 

つ
い
て
、
着
実
な
実
現
を
図
る
た 

め
、
市
民
代
表
や
関
係
団
体
か
ら 

構
成
す
る「

相
馬
市
復
興
対
策
会 

議」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
各
事 

業
の
推
進
状
況
を
把
握
し
、
新
た 

に
発
生
す
る
課
題
に
も
対
応
で
き 

る
よ
ぅ
事
業
の
見
直
し
•
究
実
を 

図
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
計
画
は
、
市
民
の
積 

極
的
な
参
画
を
求
め
、
常
に
情
報 

の
開
示
に
努
め
な
が
ら
、
市
民
と 

共
に
復
興
新
生
を
考
え
て
い
く
こ 

と
を
基
本
と
し
ま
す
。 

計
画
を
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ
上
で
公 

開
。
年
度
ご
と
の
実
績
と
検
証
、 

市
内
外
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化 

を
踏
ま
え
、
年
度
ご
と
に
見
直
し 

を
し
ま
す
。 

さ
ら
に
、
国
や
県
が
策
定
す
る 

各
復
興
計
画
•
指
針
と
の
整
合
性 

を
図
り
、
的
確
な
財
政
分
析
の
も 

と
に
計
画
を
見
直
し
、
真
に
本
市 

の
発
展
に
必
要
な
施
策
を
検
討
し 

ま
す
。 

•
被
災
住
民
の
状
況
把
握
と
支
援 

体
制
の
確
立 

•
応
急
仮
設
住
宅
の
マ
ネ
ジ
メ
ン 

ト
体
制
の
確
立 

•
応
急
仮
設
住
宅
で
の
各
種
サ
丨 

ビ
ス
の
提
供 

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援 

具
体
的
施
策 

©
被
災
住
民
の
デ
丨
タ
べ
I
ス
化 

•
被
災
者
の
被
災
状
況
や
家
族
状 

況
•
現
住
地
の
把
握
。 

•
被
災
者
の
就
労
状
況
、
職
を 

失
っ
た
人
た
ち
の
状
況
も
確
認
。 

•
被
災
住
民
の
把
握
は
、
市
、
行 

政
区
長
や
民
生
委
員
、
農
協
、
漁 

協
な
ど
の
協
力
を
得
て
実
施
。 

@
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
づ
く
り 

•
各
応
急
仮
設
住
宅
ご
と
に
、
入 

居
者
の
代
表
と
な
る
組
長
と
各
楝 

ご
と
に
置
く
戸
長
か
ら
な
る
組
織 

体
制「

組
長
戸
長
体
制」

を
構
築
。 

•
各
応
急
仮
設
住
宅
ご
と
の
連
絡 

調
整
を
密
に
す
る
た
め
、
各
組
長 

で
構
成
す
る
組
長
会
議
を
開
催
し
、 

意
見
を
集
約
。 

V「

組
長
戸
長
体
制」

は
、
他
自 

治
体
か
ら
の
入
居
者
に
も
適
用
。 

な
お
、
市
で
は
、
各
応
急
仮
設
住 

宅
ご
と
に
担
当
部
所
を
編
成
迅 

速
な
連
絡
体
制
を
構
築
。 

V「

組
長
戸
長
体
制」

と
併
せ
て
、 

福
島
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
雇
用 

す
る「

生
活
支
援
相
談
員」

と
連 

携
、
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制
を 

構
築
。 

©
各
種
行
政
サ—

ビ
ス
の
提
供 

•
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連 

携
し
、「

相
馬
市
生
活
復
興
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
^“

」

や「

生
活 

支
援
相
談
員」

を
活
用
し
た
応
急 

仮
設
住
宅
の
見
守
り
、
交
流
の
場 

づ
く
り
な
ど
各
種
行
政
サ
丨
ビ
ス 

実
施
。 

•
応
急
仮
設
住
宅
で
、
行
政
サ
丨 

ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ぬ
よ
ぅ
、
各
種 

支
援
業
務
を
実
施
す
る
場
を
設
置
。 

©
買
い
物
支
援 

•
自
ら
移
動
手
段
を
も
た
な
い
被 

災
者
を
対
象
に
、
応
急
仮
設
住
宅 

と
市
街
地
商
店
街
、
公
共
施
設
及 

び
医
療
機
関
等
を
結
ぶ
巡
回
車 

「

お
で
か
け
バ
ス」

を
運
行
。 

•
身
体
障
が
い
者
を
は
じ
め
と
す 

る
災
害
弱
者
の
生
活
チ
ェ
ッ
ク
と 

買
い
物
弱
者
へ
の
食
材
•
生
活
品 

の
購
入
機
会
を
提
供
す
る
た
め
身 

障
者
訪
間
並
び
に
リ
ヤ
カ
丨
引
き 

個
別
販
売「

身
障
者
•
買
物
弱
者 

支
援
事
業」

を
実
施
。 

©
買
い
物
場
の
提
供 

•
応
急
仮
設
住
宅
で
の
利
便
性
の 

向
上
と
店
舗
を
失
つ
た
被
災
者
の 

た
め
、
応
急
仮
設
住
宅
地
区
に
買 

い
物
場
と
な
る
仮
設
店
蘭
を
設
置
。 

•
仮
設
店
舗
で
の
販
売
は
、
被
災 

し
た
事
業
主
が
行
い
、
雇
用
•
緊 

急
的
生
活
基
盤
を
確
保
。 

©
イ
ベ
ン
ト
の
開
催 

•
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
イ
ベ
ン 

ト
開
催
は
、
市
担
当
部
所
と「

組 

長
戸
長
体
制」

で
の
間
で
調
整
、 

善
意
が
適
切
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に 

反
映
さ
れ
る
よ
ぅ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。 

©
食
料
物
資
等
の
配
給 

•
救
援
物
資
等
は
、
各
組
織(

行 

政
区
長
、
組
長
戸
長
体
制)

を
活 

用
し
、
迅
速
か
つ
確
実
に
配
付
で 

き
る
配
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。 

®
全
体
交
流
場
の
設
置 

•
被
災
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

た
め
の
サ
ボ
丨
ト
拠
点
セ
ン
タ
丨 

(

仮
称)

を
設
置
し
、
高
齢
者
の 

憩
い
の
場
、
介
護
予
防
事
業
な
ど 

各
種
業
務
を
運
営
。 

®

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
募
集
と
系 

統
的
運
用 

•
社
会
福
祉
協
議
会
で
運
営
す
る 

相
馬
市
生
活
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

セ
ン
タ
^―

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活 

動
の
一
元
管
理
。 

•
応
急
仮
設
住
宅
で
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
活
動
は
各
組
長
と
調
整
し 

必
要
な
活
動
を
支
援
。 
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玉
野
地
区
健
康
相
談 

校
庭
の
表
土
は
ぎ
作
業 

I
K
m
メ
ッ
シ
ュ
で
の
放
射
線
測
定 

@
市
内
に
お
け
る
放
射
線
メ
ッ 

シ
ュ
測
定 

•
市
内
全
地
区
メ
ッ
シ
ュ(

1
K 

m
ご
と)

測
定
実
施
。
市
内
各
ポ 

イ
ン
ト
で
の
継
続
的
測
定
。 

•
測
定
結
果
の
公
表(

市
ホ
丨
^
« 

ぺ
丨
ジ
、
広
報
そ
ぅ
ま)

 

(
3
)
教
育
施
設
へ
の
対
応 

•
各
学
校
毎
の
5
0
ポ
ィ
ン
ト
詳
細 

測
定
。 

•
児
童
生
徒
に
対
す
る
正
し
い
放 

射
線
の
知
識
を
伝
え
る
た
め
、
学 

校
教
諭
へ
の
特
別
請
習
会
開
催
。 

@
玉
野
地
区
へ
の
対
応 

•
玉
野
地
区
で
よ
り
詳
細
な
メ
ッ 

シ
ュ
測
定
を
実
施
。 

•
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
除 

去
が
必
要
な
場
所
は
高
圧
洗
浄
機 

に
よ
る
除
染
を
実
施
。
正
し
い
除 

染
方
法
の
講
習
、
訓
練
を
実
施
。 

•
玉
野
地
区
の
居
住
に
つ
い
て
健 

康
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
地
区 

住
民
を
対
象
の
健
康
相
談
を
実
施
。 

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
入
居
の
受
け 

人
れ
。 

®

除
染
計
画 

•
除
染
に
関
す
る
計
画
と
対
策
指 

針
を
策
定
。 

•
放
射
線
量
測
定
ふ
除
染
作
業—

 

放
射
線
量
測
定
の
サ
イ
ク
ル
で
放 

射
線
量
の
低
減
化
。 

®

風
評
被
害
対
策 

•
原
子
力
災
害
で
の
農
林
水
産
物 

と
そ
の
加
工
品
、
工
業
製
品
の
製 

造
業
、
さ
ら
に
は
観
光
産
業
な
ど 

の
風
評
被
害
を
払
し
ょ
く
す
る
た 

め
に
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、
あ 

ら
ゆ
る
対
策
へ
の
取
り
組
み
。 

•
風
評
被
害
に
よ
る
減
収
に
つ
い 

て
は
、
そ
の
状
況
を
調
査
し
、
必 

要
な
負
担
は
東
京
電
力
に
要
求
し 

ま
す
。 

|

医
療
、
介
護
、
健
康
管
理 

復
興
方
針 

•
住
民
の
集
団
検
診
体
制
の
確
立 

•
ガ
レ
キ
粉
じ
ん
被
害
対
策
シ
ス 

テ
ム
の
構
築 

•
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
対
策
の
把
握 

•
医
療
体
制
の
究
実 

具
体
的
施
策 

®
医
療
機
関
通
院
の
利
便
性
確
保 

•
応
急
仮
設
住
宅
と
各
医
療
機
関 

を
結
ぶ
巡
回
車「

お
で
か
け
バ 

ス」

の
運
行
。 

®

集
団
検
診
体
制 

•
被
災
者
へ
の
集
団
健
康
診
断
を 

定
期
的
に
実
施
。 

(
3
)
ガ
レ
キ
粉
じ
ん
被
害
対
策 

•
浸
水
領
域
ご
と
に
シ
ャ
ワ
丨
を 

設
け
、
作
業
員
•
住
民
が
粉
じ
ん 

を
生
活
領
域
に
持
ち
込
ま
な
い
な 

ど
、
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。 

•
堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
の
処
理
方
法 

を
検
討
。 

®
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
対
策 

•
空
中
の
ア
ス
ベ
ス
ト
濃
度
測
定 

実
施
。
測
定
結
果
の
公
表(

市
ホ—

 

ム
ぺ
j
ジ
•
広
報
そ
ぅ
ま)

 

®
公
立
相
馬
総
合
病
院
病
棟
対
策 

•
公
立
相
馬
総
合
病
院
の
医
療
の 

質
の
向
上
。 

•
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
同 

病
院
第
ー
病
棟
の
機
能
回
復
の
検 

討
、
第
2
病
棟
の
応
急
的
復
旧
。 

®

精
神
科
診
療
の
究
実 

•
相
双
地
域
の
中
核•

南
相
馬
市 

の
精
神
科
診
療
施
設
が
、
震
災
で 

休
診
の
た
め
、
福
島
県
立
医
大
と 

連
携
し
応
急
的
精
神
科
診
療
体
制 

の
維
持
。 

•
相
双
地
域
で
の
精
神
科
診
療
が 

可
能
な
医
療
機
関
の
誘
致
。 

|

放
射
能
対
策 

復
興
方
針 

•
放
射
線
量
の
測
定
と
公
開 

•
生
活
環
境
除
染
対
策 

•
状
況
悪
化
時
に
お
け
る
緊
急
対 

•
市
内
に
お
け
る
放
射
線
メ
ッ 

シ
ユ
測
定
と
対
策 

•
教
育
施
設
に
お
け
る
放
射
線
量 

ミ
ニ
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
調
査
と
高 

線
量
地
点
の
除
染 

•
除
染
計
画(

p
D
C
A
サ
イ
ク 

ル
に
よ
る
測
定
、
除
染
作
業
を
行 

い
住
民
の
理
解
を
得
る
よ
ぅ
努
め 

る)
 

具
体
的
施
策 

©
広
報
体
制
の
整
備 

•
放
射
能
に
つ
い
て
正
し
い
知
識 

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
市
内
で
放 

射
能
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開 

崔
。 
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相馬市復興計画 

•
寄
附
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
積 

み
立
て
た
基
金
は
、
支
援
金
と
あ 

わ
せ
、
高
等
教
育
就
学
支
援
の
た 

め
の
奨
学
金
と
し
て
給
付
を
検
討
。 

@
被
災
児
童
•
生
徒
の
学
力
向
上 

•
た
く
ま
し
く
主
体
的
に
生
き
て 

い
く
こ
と
の
で
き
る
人
づ
く
り
を 

目
指
し
、
学
力
向
上
の
た
め
の
取 

り
組
み
を
実
施
。 

®
復
興
ィ
ベ
ン
ト
開
催
お
よ
び
運 

動
施
設
の
利
用 

•
ス
ポ
丨
ツ
を
通
じ
た
地
域
交
流
、 

支
援
体
制
と
あ
き
ら
め
な
い
心
を 

養
ぅ
た
め
、
本
市
運
動
施
設
を
利 

用
し
た
各
種
ィ
べ
ン
ト
を
実
施
。 

•
震
災
に
よ
り
亡
く
な
つ
た
方
へ 

の
慰
霊•

鎮
魂
と
復
興
の
た
め
の 

花
火
大
会
を
実
施
。 

•
被
災
し
た
人
た
ち
が
、
震
災
へ 

の
思
い
と
将
来
を
考
え
る
場
と
し 

て
の
鎮
魂
の
行
事
を
実
施
。 

|

経
済
対
策 

復
興
方
針 

•
漁
業
•
農
業
支
援 

•
第
2
次
産
業
支
援 

•
第
3
次
産
業
支
援 

•
雇
用
対
策 

具
体
的
施
策 

©
無
料
法
律
相
談 

V「

法
テ
ラ
ス」

を
活
用
。 

•
県
弁
護
士
会
の
無
料
法
律
相
談 

事
業
の
継
続
を
働
き
か
け
。 

•
国
か
ら
の
弁
護
士
費
用
助
成
が 

受
け
ら
れ
る
よ
ぅ
支
援
。 

©
漁
業
支
援 

【

操
業
再
開
の
支
援】

 

•
漁
港
整
備
は
、
仮
護
岸
か
ら
恒 

久
的
な
機
能
整
備
へ
の
取
り
組
み
。 

•
放
射
線
量
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
。 

•
試
験
操
業
、
試
験
販
売
の
実
施
、 

消
費
者
ニ
丨
ズ
の
把
握
。 

•
水
産
物
の
放
射
線
量
測
定
の
た 

め
、
ペ
ク
レ
ル
計
測
器
の
配
置
を 

検
討
。 

【

付
帯
設
備
の
整
備
支
援】

 

•
漁
港
の
製
氷
機
の
整
備
を
国
や 

関
係
団
体
に
支
援
を
要
請
。 

•
高
機
能
冷
凍
設
備
を
導
入
。 

【

仲
買
、
加
工
業
へ
の
支
援】

 

•
事
業
再
開
に
必
要
な
施
設
、
設 

備
に
つ
い
て
、
相
馬
双
葉
漁
業
協 

同
組
合
と
連
携
し
支
援
。 

•
高
機
能
冷
凍
設
備
を
活
用
し
た 

冷
凍
加
工
業
者
の
育
成
。 

【

市
民
向
け
市
場
の
支
援】

 

•
地
産
地
消
、
新
た
な
観
光
資
源 

の
開
発
、
地
域
振
興
を
目
的
と
し 

た
特
定
非
営
利
活
動
法
人「

相
馬 

は
ら
が
ま
朝
市
ク
ラ
ブ」

な
ど
の 

活
動
を
支
援
。 

•
本
市
水
産
物
、
農
産
物
の
地
元 

消
費
の
推
進
を
検
討
。 

©
農
業
支
援 

【

干
拓
シ
ス
テ
ム
の
復
旧】

 

•
東
京
農
業
大
学
と
今
後
の
土
地 

利
用
も
含
め
た
復
旧
方
法
を
検
討
、 

国
.
県
な
ど
に
早
期
復
旧
を
要
請
。 

【

被
災
水
田
農
業
主
の
法
人
化】

 

•
農
業
法
人
の
設
立
支
援
。 

•
地
区
説
明
会
で
農
業
を
続
け
る 

方
策
に
つ
い
て
意
見
を
集
約
。 

【

法
人
に
よ
る
復
旧
事
業
受
注】

 

•
田
畑
の
復
旧
や
塩
害
対
策
は
、 

市
内
農
業
法
人
の
受
託
を
推
進
、 

雇
用
の
安
定
化
。 

•
田
畑
に
関
し
、
全
体
的
な
整
備 

計
画
を
策
定
。 

【

土
地
改
良
区
の
経
営
支
援】

 

•
土
地
改
良
区
の
経
営
逼
迫
に
つ 

い
て
、
国
や
関
係
機
関
に
支
援
要 

主D
E
O
 

1

三
卩 

【

農
業
法
人
に
よ
る
新
た
な
農
業 

の
模
索】

 

•
東
京
農
業
大
学
の
研
究
成
果
を 

活
用
し
、
国
•
県
な
ど
と
協
議
、 

新
た
な
農
業
の
実
現
。 

(

4
}
第
2
次
産
業
支
援 

【

新
規
工
場
で
の
支
援】

 

•
本
市
に
進
出
希
望
の
企
業
の
情 

報
に
つ
い
て
、
県
と
の
連
携
体
制 

を
密
に
し
ま
す
。 

•
本
市
に
移
転
し
た
企
業
の
状
況 

把
握
、
必
要
な
支
援
策
検
討
。 

©
第
3
次
産
業
支
援 

【

応
急
仮
設
住
宅
集
合
地
で
の
仮 

設
店
舗
運
営】

 

•
応
急
仮
設
住
宅
地
区
に
仮
設
店 

舗
を
設
置
。
被
災
事
業
主
へ
の
支 

援
、
緊
急
的
生
活
基
盤
を
確
保
。 

【

応
急
仮
設
住
宅
へ
の
各
種
サ
ー 

ビ
ス
の
進
出】

 

•
応
急
仮
設
住
宅
入
居
者
の1

一
丨 

ズ
把
握
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
実
施
。 

©
雇
用
対
策 

【

新
規
工
場
で
の
採
用】

 

•
立
地
希
望
の
新
規
事
業
者
の
情 

報
収
集
、
雇
用
者
確
保
。 

•
被
災
者
雇
用
に
、
ハ
ロ
丨
ヮ
丨 

ク
と
の
連
携
。 

【

既
存
工
場
の
新
規
雇
用】

 

•
本
市
誘
致
企
業
や
市
内
事
業
者 

で
、
雇
用
状
況
や
被
災
者
の
新
規 

採
用
情
報
の
把
握
。 

•
本
市
誘
致
企
業
へ
、
被
災
者
の 

雇
用
増
や
す
働
き
か
け
。 

【

復
興
産
業
で
の
雇
用】

 

•
ガ
レ
キ
処
理
な
ど
復
興
事
業
の 

被
雇
用
者
の
採
用
情
報
収
集
、
被 

災
者
雇
用
を
働
き
か
け
ま
す
。 

教
育
、 

子
ど
も
た
ち
の
成
長 

復
興
方
針 

被
災
し
た
子
ど
も
の
P
T
S
D 

(

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害)

 

対
策 

•
震
災
孤
児
•
遺
児
に
対
す
る
支 

援 •
児
童•

生
徒
の
学
力
向
上 

具
体
的
施
策 

©
被
災
し
た
子
ど
も
の
P
T
S
D 

(

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害)

 

対
策 

•
被
災
し
た
児
童
、
生
徒
の
精
神 

ケ
ア
を
行
い
、
健
や
か
に
成
長
し 

て
い
く
こ
と
を
理
念
と
す
る「

特 

定
非
営
利
活
動
法
人
相
馬
フ
ォ
ロ 

ア
^~

チ
^~

ム」

と
の
協
働
で
瞭 

床
心
理
士
な
ど
が
持
続
的
.
系
統 

的
に
市
内
の
児
童
•
生
徒
、
教
員 

を
支
援
。 

@
孤
児
、
遺
児
へ
の
支
援
金
支
給 

と
奨
学
金
の
給
付 

•
親
を
亡
く
し
た
孤
児•

遺
児
な 

ど
に
、
学
業
や
生
活
の
支
援
を
行 

ぅ
た
め
、
震
災
孤
児
等
支
援
金
を 

支
給
。 

•
国
内•

国
外
に
募
金
活
動
を
実 

施
し
、
多
く
の
支
援
を
基
金
と
し 

て
積
み
立
て
、
長
期
的
に
支
給
。 
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|

孤
独
死
対
策 

復
興
方
針 

•
被
災
者
用
住
宅
の
提
供 

•
応
急
仮
設
住
宅
で
の
集
団
給
食 

配
食 

具
体
的
施
策 

(

1
}
集
合
住
宅
の
建
設
と
運
営
対
策 

•
震
災
に
よ
り
家
を
失
い
、
か
つ 

資
金
の
問
題
な
ど
で
自
己
再
建
が 

困
難
な
高
齢
者
な
ど
の
た
め
、
集 

合
住
宅
の
建
設
。 

•
集
合
住
宅
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
、
各
種
団
体
と
の
協
働
を 

推
進
。 W 

I I 
1

S 

# 

I 

,
- 
P
. 

相
馬
に
活
気
を
取
リ
戻
す 

は
ら
が
ま
朝
市 

•
共
助
の
精
神
が
反
映
さ
れ
る
よ 

ぅ
集
会
所
や
談
話
室
な
ど
共
有
ス 

ぺ
丨
ス
を
設
け
、
高
齢
者
な
ど
の 

孤
独
状
態
を
防
止
。 

®

応
急
仮
設
住
宅
で
の
集
団
給
食 

•
応
急
仮
設
住
宅
で
の
孤
独
化
、 

孤
立
化
を
防
ぐ
た
め
適
切
な
栄
養 

管
理
の
給
食
を
配
食
。 

•
組
長
戸
長
体
制
の
配
食
シ
ス
テ 

ム
。 

•
高
齢
世
帯
、
独
居
世
帯
な
ど
、 

特
に
見
守
り
が
必
要
な
世
帯
に
つ 

い
て
は
、
応
急
仮
設
住
宅
の
各
集 

会
所
で
毎
日
会
食
を
実
施
。
健
康 

状
態
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
支
援
。 

市
役
所
体
制
の
再
整
備
、 

一
一
他
の
自
治
体
職
員
•
ボ
ラ
ン 

f

テ
ィ
ア
の
受
入
体
制
整
備 

復
興
方
針 

•
市
役
所
庁
内
体
制
の
再
整
備 

•
人
材
支
援 

具
体
的
施
策 

©
庁
内
体
制
の
再
整
備 

•
全
庁
的
な
復
興
体
制
を
構
築
、 

組
織
の
再
整
備
。 

•
将
来
的
に
本
部
機
能
を
代
行
。 

®

国
か
ら
の
人
材
支
援(

要
請)

 

•
震
災
に
関
し
専
門
的
技
術
が
必 

要
な
業
務
は
、
国
へ
職
員
を
要
請
。 

©
他
自
治
体
か
ら
の
支
援 

•
姉
妹
都
市
や
災
害
時
応
援
協
定 

を
結
ん
で
い
る
市
町
村
な
ど
か
ら 

の
支
援
を
広
く
受
け
入
れ
、
復
興 

業
務
に
従
事
。 

®
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
体
制 

•
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運 

営
す
る
相
馬
市
生
活
復
興
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
丨
と
連
携
、
必
要 

な
復
興
作
業
に
従
事
。 

I

ガ
レ
キ
処
理 

復
興
方
針 

•
迅
速
な
ガ
レ
キ
の
撤
去 

•
環
境
に
配
慮
し
た
ガ
レ
キ
の
処 

分 具
体
的
施
策 

©
事
業
者
選
定 

•
適
切
な
事
業
者
を
選
定
す
る
た 

め
プ
ロ
ポ
丨
ザ
ル
方
式
に
よ
る
公 

募
。
事
業
者
選
定
は
市
、
住
民
代 

表
も
含
む
委
員
会
を
組
織
し
、
公 

平
性
•
客
観
性
を
確
保
。
選
定
の 

経
過
を
市
ホ
丨
-r

へ
丨
ジ
に
掲
載
。 

•
環
境
に
配
慮
、
経
費
を
抑
制
で 

き
る
処
理
能
力
を
有
し
た
設
備
。 

•
ガ
レ
キ
処
理
は
、
地
元
か
ら
多 

く
雇
用
す
る
よ
ぅ
働
き
か
け
。 

•
ガ
レ
キ
処
理
に
は
、
シ
ヤ
ワ
ー 

ル
丨
ム
を
備
え
た「

粉
じ
ん
関 

所」

を
設
置
す
る
な
ど
、
作
業
員 

な
ど
へ
の
健
康
被
害
の
予
防
体
制 

整
備
。 

®

相
馬
市
災
害
対
策
本
部
と
工
程 

管
理 

•
ガ
レ
キ
処
理
は
、
中
間
処
理
完 

了
目
標
を
定
め
、
定
期
的
に
相
馬 

市
災
害
対
策
本
部
に
報
告
。
随
時 

市
ホ
丨
-r

へ
丨
ジ
な
ど
で
周
知
。 

(
3〕

最
終
処
分 

•
国
の
方
針
決
定
を
得
て
、
放
射 

能
問
題
を
適
切
に
処
理
。 

|

被
災
地
整
理 

復
興
方
針 

•
津
波
浸
水
地
区
の
有
効
な
土
地 

利
用 

具
体
的
施
策 

®
建
築
制
限 

•
現
在
、
堤
防
の
決
壊
や
地
盤
沈 

下
等
に
よ
り
、
再
度
津
波
が
来
襲 

し
た
場
合
、
甚
大
な
被
害
の
恐
れ 

が
あ
る
地
区
を「

災
害
危
険
区 

域」

と
し
て
告
示
し
、
建
築
制
限 

を
実
施
。 

V「

災
害
危
険
区
域」

の
区
域
決 

定
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見 

を
取
り
入
れ
、
必
要
最
小
限
の
区 

域
と
し
ま
す
。 

(
2
)
土
地
利
用
計
画 

•
津
波
浸
水
区
域
は
、
新
た
な
土 

地
利
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る 

た
め
、
今
後
の
防
災
対
策
や
、
住 

民
意
向
な
ど
を
も
と
に
、
土
地
利 

用
計
画
を
検
討
。 

•
津
波
浸
水
区
域
の
ぅ
ち
、
家
屋 

流
出
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
受
け 

た
地
域
は
、
職
業
領
域
と
居
住
領 

域
を
分
離
す
る
方
向
で
、
土
地
利 

用
を
検
討
。 
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相馬市復興計画 

テ
ィ
ア
や
各
種
団
体
な
ど
と
の
協 

働
に
よ
る
運
営
。 

©
環
境
配
慮 

•
災
害
公
営
住
宅
は
、
環
境
に
配 

慮
し
た
資
材
を
使
用
し
、
再
生
可 

能
エ
ネ
ル
ギ
丨
を
使
用
し
た
省
エ 

ネ
ル
ギ
丨
対
応
の
住
宅
を
建
設
。 

®
将
来
の
払
い
下
げ 

•
戸
建
形
態
の
災
害
公
営
住
宅
は
、 

当
初
本
市
で
管
理
。
最
終
的
に
は 

自
己
管
理
が
可
能
と
な
る
よ
う
、 

国
に
働
き
か
け
。 

@
新
た
な
住
宅
地
整
備
等
の
検
討 

•
家
屋
流
出
な
ど
、
甚
大
な
被
害 

を
受
け
た
地
域
で
は
、
防
災
対
策 

や
土
地
利
用
に
合
わ
せ
、
新
た
な 

住
宅
地
整
備
な
ど
を
検
討
。 

•
新
た
な
住
宅
地
は
、
被
災
者
へ 

の
入
居
に
_
す
る
意
向
調
査
を
も 

と
に
、
津
波
被
害
か
ら
の
安
全
性 

が
確
保
で
き
る
地
域
を
検
討
。 

防
波
堤
の
復
旧
•
整
備
を
早
急
に 

実
施
。 

®
漁
港
の
本
格
復
旧 

•
仮
設
漁
港
の
復
旧
後
、
本
格
的 

な
漁
港
整
備
に
必
要
な
施
策
を 

国
•
県
と
の
調
整
協
議
、
必
要
な 

要
請
実
施
。 

®
冷
凍
設
備
、
製
氷
設
備 

•
漁
港
と
し
て
不
可
欠
な
冷
凍
• 

製
氷
設
備
の
整
備
に
、
広
く
支
援 

を
要
請
。 

•
水
産
物
商
品
付
加
価
値
の
向
上 

の
た
め
、
高
機
能
冷
凍
設
備
を
導 

入
。
安
心
•
安
全
な
供
給
体
制
を 

構
築
。 

®

加
工
業
な
ど 

•
漁
港
再
開
に
伴
ぅ
一
一
次
産
業
の 

加
工
業
な
ど
の
誘
致
と
新
た
な
事 

業
を
目
指
す
。 

•
加
工
業
な
ど
の
再
開
に
必
要
と 

な
る
施
設
、
設
備
を
相
馬
双
葉
漁 

業
協
同
組
合
と
連
携
し
、
加
工
さ 

れ
た
商
品
が
魅
力
あ
る
も
の
と
な 

る
よ
う
必
要
な
支
援
を
実
施
。 

|

住
宅
の
整
備 

復
興
方
針 

•
災
害
公
営
住
宅
の
建
設 

•
独
居
被
災
者
対
策 

•
将
来
へ
の
対
応 

具
体
的
施
策 

®
応
急
仮
設
住
宅 

•
応
急
仮
設
住
宅
か
ら
、
恒
久
住 

宅
へ
の
移
住
時
期
は
、
被
災
者
の 

住
宅
整
備
の
状
況
や
住
宅
再
建
へ 

の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
。 

@
災
害
公
営
住
宅
の
建
設 

•
災
害
公
営
住
宅
は
、
被
災
者
の 

入
居
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施
。 

•
意
向
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、 

必
要
な
数
の
災
害
公
営
住
宅
を
建 

設
し
ま
す
。
戸
建
形
態
と
集
合
形 

態
の
2
形
態
。
住
民
の
意
向
を
踏 

ま
え
必
要
な
戸
数
を
整
備
。 

©
原
則
公
用
地
の
使
用 

•
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
地
は
、 

原
則
、
市
有
地
へ
の
建
設
を
優
先 

す
る
が
、
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、 

用
地
の
取
得
、
整
備
を
す
る
こ
と 

も
検
討
。 

©
独
居
被
災
者
対
策 

•
高
齢
者
や
独
居
者
な
ど
は
、
集 

合
住
宅
へ
の
入
居
を
す
す
め
、
孤 

独
化
を
防
ぐ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制 

を
構
築
。 

•
集
合
住
宅
の
運
営
は
、
ボ
ラ
ン 

|

漁
業
基
盤
整
備 

復
興
方
針 

•
漁
港
及
び
加
工
施
設
等
の
早
期 

本
格
整
備 

•
防
波
堤
を
備
え
た
漁
港
の
本
格 

的
な
復
旧 

具
体
的
施
策 

©
仮
設
漁
港 

•
松
川
浦
漁
港
は
、
早
期
漁
業
再 

開
に
当
面
必
要
と
な
る
最
低
限
の 

漁
港
施
設
、
設
備
の
復
旧
を
早
急 

に
実
施
。 

•
漁
港
施
設
は
、
い
ち
早
い
漁
業 

再
開
の
た
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、 

暫
定
航
路
や
仮
岸
壁
、
付
帯
施
設 

な
ど
の
早
期
復
旧
。 

@
船
曳
場
整
備 

•
漁
船
の
修
繕
に
不
可
欠
な
船
曳 

場
の
整
備
。 

©
事
務
所 

•
相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
本
所 

と
各
支
所
へ
の
事
務
所
機
能
の
本 

格
復
旧
を
支
援
。 

•
当
面
の
事
務
所
機
能
の
維
持
の 

た
め
、
必
要
な
施
設
、
機
器
を
支
援
。 

©
ガ
レ
キ
撤
去 

•
津
波
に
よ
り
、
松
川
浦
内
や
航 

路
の
ガ
レ
キ
撤
去
を
実
施
。 

•
沖
防
波
堤
が
決
壊
し
静
穏
度
が 

低
下
し
た
た
め
、
漁
船
の
着
岸
が 

で
き
な
く
な
つ
て
い
る
た
め
、
沖 

1
墓 
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リ—

チ
ス
タ
ツ
カ—

 

の
補
助
を
国
に
要
望
。 

•
コ
ン
テ
ナ
ク
レ
丨
ン
に
つ
い
て 

は
、
県
が
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ 

て
い
ま
す
が
、
物
流
機
能
に
は
必 

要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る
た
め
、 

早
期
回
復
を
国•

県
な
ど
に
要
望
。 

一
道
路
、
鉄
道
の
整
備 

復 

金-

•
道
路
の
再
整
備 

•
鉄
道
の
早
期
運
行
復
旧 

具
体
的
施
策 

(
D
東
北
中
央
自
動
車
道
の
必
要
性 

•
震
災
時
に
唯
一
の
幹
線
道
路
と 

し
て
機
能
し
た
福
島〜

相
馬
間 

ル
j
ト
。
災
害
時
に
も
確
実
に
機 

能
す
る「

復
興
幹
線
道
路」

の
役 

S
T

ロ
を
持
つ
東
北
中
央
自
動
車
道 

(

福
島〜

伊
達〜

相
馬
間)

の
未 

事
業
化
区
間
の
早
期
完
成
を
強
く 

要
望
。 

•
阿
武
隈
東
道
路•

霊
山
道
路
は
、 

早
期
完
成
を
図
り
、
各
種
要
望
活 

動
を
実
施
。 

©
常
磐
自
動
車
道
の
整
備 

•
今
回
の
原
子
力
災
害
で
常
磐
自 

動
車
道
建
設
工
事
が
一
時
中
断
、 

警
戒
区
域
以
北
の
工
事
が
再
開
。 

警
戒
区
域〜

山
元
間
を
幹
線
道 

路
と
し
て
早
期
に
整
備
す
る
よ
ぅ 

強
力
に
要
請
。 

©
市
道
の
整
備 

•
被
災
地
域
内
の
市
道
は
、
未
だ 

復
旧
で
き
な
い
箇
所
多
数
。
今
後 

復
興
計
画
に
基
づ
き
計
画
さ
れ
る 

被
災
地
の
土
地
利
用
の
具
体
的
案 

に
合
わ
せ
て
、
計
画
的
に
整
備
。 

®
J
R
常
磐
線
の
復
旧 

•
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
に 

対
し
、
早
期
復
旧
を
要
請
。
J
R 

常
磐
線
沿
線
市
町
で
構
成
す
る 

r

 
J 

R
常
磐
線
復
興
調
整
会
議」

 

で
も
、
早
期
復
旧
へ
の
協
議
実
施
。 

•
J
R
常
磐
線
運
休
に
伴
ぅ
代
行 

バ
ス
は
、
乗
客
ニ
丨
ズ
を
踏
ま
え
、 

従
来
ど
お
り
の
利
便
性
を
確
保
で 

き
る
よ
う
働
き
か
け
を
実
施
。 

| 
|

農
業
基
盤
整
備 

復
興
方
針 

•
被
災
農
用
地
の
再
整
備
と
農
業 

の
早
期
再
開 

•
農
業
法
人
の
設
立
の
促
進
と
支 

援 具
体
的
施
策 

©
干
拓
堤
防 

•
決
壊
し
た
干
拓
堤
防
を
早
急
に 

か
さ
上
げ
整
備
。 

•
松
川
浦
護
岸
の
復
旧
は
、
早
急 

な
仮
護
岸
の
整
備
を
県
に
要
請
。 

•
仮
護
岸
整
備
後
、
農
地
復
旧
と 

並
行
し
、
本
格
復
旧
に
着
手
で
き 

る
よ
ぅ
、
国
や
県
に
対
し
支
援
を 

要
請
。 

@
排
水
ポ
ン
プ 

•
農
地
の
多
く
が
地
盤
沈
下
、
よ 

り
多
く
の
排
水
の
必
要
が
あ
る
た 

め
、
従
来
よ
り
高
能
力
の
排
水
ポ 

ン
プ
を
設
置
。 

©
農
業
施
設
、
農
地
の
復
旧 

•
用
水
路
、
排
水
路
、
農
道
、
パ 

イ
プ
ラ
イ
ン
な
ど
の
施
設
復
旧
を 

実
施
。 

•
農
地
内
に
大
量
に
堆
積
し
た
土 

砂
•
ガ
レ
キ
の
撤
去
、
塩
分
除
去 

な
ど
農
地
復
旧
事
業
を
実
施
。 

•
こ
れ
ら
の
復
旧
は
、
新
た
に
設 

立
す
る
農
業
法
人
を
積
極
的
に
活 

用
し
、
雇
用
の
安
定
を
図
る
。 

•
農
地
の
へ
ド
ロ
除
去
方
法
は
、 

国
や
東
京
農
業
大
学
と
の
共
同
研 

究
で
、
速
や
か
な
対
策
を
検
討
。 

•
農
業
基
盤
整
備
は
、
国
の
積
極 

的
関
与
を
促
す
た
め
、
国
職
員
の 

常
駐
を
要
請
。 

I

般
製
造
業
及
び 

I

第
三
次
産
業
の
支
援 

復
興
方
針 

•
製
造
業
の
早
急
な
事
業
再
開
と 

稼
働
の
確
保 

•
新
規
企
業
立
地
に
関
し
て
の
積 

極
的
な
支
援 

•
旅
館•

民
宿
な
ど
の
観
光
関
連 

事
業
者
へ
の
支
援 

具
体
的
施
策 

®
被
災
工
場
の
再
建
支
援 

•
被
災
し
た
事
業
者
へ
は
、
早
急 

な
事
業
再
開
と
稼
働
の
安
定
に
必 

要
な
対
策
を
実
施
。 

@
宿
泊
施
設
業
の
復
興
支
援 

•
津
波
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
に 

4
0
の
宿
泊
施
設
が
あ
り
、
約
半
数 

が
休
業
か
廃
業
と
な
つ
て
い
る
た 

め
、
観
光
地
と
し
て
の
宿
泊
施
設 

へ
と
復
旧
で
き
る
よ
ぅ
誘
導
。 

•
本
市
に
は
多
く
の
復
旧
作
業
員 

が
訪
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
長
期
滞
在
。 

こ
の
機
会
を
復
興
の
チ
ヤ
ン
ス
と 

し
て
、
事
業
展
開
し
基
盤
の
再
生 

が
図
ら
れ
る
よ
ぅ
調
整
。 

©
移
入
企
業
の
操
業
支
援 

•
震
災
を
契
機
に
本
市
に
移
入
し 

て
く
る
企
業
に
対
し
、
早
期
に
操 

業
が
開
始
で
き
る
よ
う
支
援
。 

|

相
馬
港
の
整
備 

復
興
方
針 

•
港
湾
施
設
及
び
コ
ン
テ
ナ
物
流 

機
能
の
早
期
復
旧 

具
体
的
施
策 

©

沖
防
波
堤
の
早
期
復
旧 

•
仮
復
旧
に
よ
る
早
期
の
静
穏
度 

確
保
も
含
め
、
早
急
な
沖
防
波
堤 

の
復
旧•

整
備
を
国
.
県
な
ど
に 

要
望
。 

@
係
留
施
設(

岸
壁)

の
早
期
復 

曰 •
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る 

岸
壁
な
ど
の
復
旧
は
、
県
と
の
調 

整
、
協
議
で
早
期
復
旧
を
目
指
す
。 

©
コ
ンI

ア
ナ
物
流
機
能
の
早
期
復 

曰 •
荷
役
機
械
の
甚
大
な
被
害
で
、 

コ
ン
テ
ナ
定
期
航
路
が
休
止
中
の 

た
め
、
必
要
な
荷
役
機
械
設
備
の 

早
期
の
整
備
。
一
日
も
早
い
コ
ン 

テ
ナ
物
流
機
能
の
回
復
。 

ま
た
、
リ
丨
チ
ス
タ
ツ
カ
丨
は 

修
繕
後
の
貸
し
出
し
、
修
繕
者
へ 
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抖m小復 

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
寄
贈
し
た
マ
ス
ク
財
団 

の
イ
丨
ロ
ン•

マ
ス
ク
会
長
と
立
谷
市
長 

f 

\ ‘ 

被
災
鎮
魂
記
念
館
の 

I

整
備 

復
興
方
針 

•
震
災
犠
牲
者
の
慰
霊 

•
市
民
の
防
災
意
識
の
敗
ロ
蒙 

具
体
的
施
策 

©
目
的 

•
今
回
の
震
災
を
忘
れ
る
こ
と
な 

く
、
犠
牲
者
と
な
ら
れ
た
方
々
の 

慰
霊
の
た
め
に
施
設
整
備
を
検
討
。 

•
施
設
整
備
は
、
震
災
の
記
録
を 

.
4
J
J 

用
計
画
の
策
定
と
あ
わ
せ
、
大
規 

模
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
地
と
し
て
の 

方
針
に
つ
い
て
検
討
。 

•
各
種
企
業
、
団
体
か
ら
の
再
生 

可
能
エ
ネ
ル
ギ
丨
導
入
に
_
す
る 

寄
贈
を
広
く
受
け
入
れ
、
本
市
の 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
丨
の
積
極
的 

利
用
を
P
R
。 

•
寄
贈
さ
れ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル 

ギ
丨
施
設
、
機
器
は
、
当
面
公
共 

施
設
で
活
用
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー 

施
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
水
産
業 

や
誘
致
企
業
で
の
利
活
用
が
可
能 

と
な
っ
た
際
に
は
、
立
地
企
業
へ 

の
優
遇
指
置
と
し
て
利
活
用
の
検 

討
。 

@
ソ
丨
ラ
丨
設
置
の
呼
び
か
け 

•
特
に
ソ
丨
ラ
丨
発
電
は
、
有
用 

性
を
広
く
訴
え
、
世
界
的
に
設
置 

を
周
知
。 

被
災
を
悼
み
黙
礼
さ
れ
る
天
皇
、
皇
后
両
陛
下 

残
し
、
経
験
し
た
教
訓
を
正
確
に 

次
世
代
に
伝
え
、
安
全•

安
心
の 

ま
ち
づ
く
り
や
、
防
災
教
育
、
防 

災•

危
機
管
理
に
関
す
る
研
究
な 

ど
に
役
立
て
る
機
能
を
持
つ
よ
ぅ 

検
討
。 

@
モ
-I

ユ
メ
ン
ト
の
設
置 

•
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
ご
視
察 

さ
れ
、
被
災
を
悼
み
黙
礼
さ
れ
た 

地
に
、
祭
壇
を
作
り
手
を
合
わ
せ 

る
施
設
な
ど
を
整
備
。 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
I 

I

生
産
の
整
備 

復
興
方
針 

•
新
し
い
公
共
施
設
の
建
設
時
に 

お
け
る
太
陽
光
発
電
導
入
促
進 

具
体
的
施
策 

®
災
害
公
営
住
宅
へ
の
ソ
丨
ラ
丨 

搭
載 

•
災
害
公
営
住
宅
に
は
、
再
生
可 

能
エ
ネ
ル
ギ
丨
を
利
用
。 

•
今
後
、
復
旧
.
再
建
す
る
公
共 

施
設
は
、
最
大
限
再
生
可
能
エ
ネ 

ル
ギ
丨
の
活
用
を
検
討
。 

©
各
種
企
業
、
団
体
か
ら
の
寄
贈 

と
利
活
用 

•
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
丨
の
利
活 

用
は
、
被
災
地
の
新
た
な
土
地
利 

|

防
災
体
制
整
備 

復
興
方
針 

•
防
災
施
設
•
設
備
の
整
備 

•
減
災
対
策 

•
防
災
対
策 

具
体
的
施
策 

®
サ
イ
レ
ン
の
整
備 

•
使
用
不
能
と
な
つ
て
い
る
防
災 

行
政
無
線
の
代
替
機
能
と
し
て
、 

サ
イ
レ
ン
を
早
急
に
設
置
。 

•
サ
イ
レ
ン
設
置
は
、
当
面
津
波 

被
害
の
恐
れ
が
あ
る
沿
岸
部
と
市 

中
心
部
に
設
置
。 

©
避
難
路
の
確
保•

防
災
訓
練 

•
避
難
路
の
確
保
は
、
減
災
対
策 

上
最
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
各
地 

区
の
避
難
ル
丨
ト
、
第
1
次
避
難 

場
所
を
選
定
し
周
知
。 

•
避
難
ル
丨
ト
を
設
定
す
る
際
、 

必
要
と
な
る
避
難
道
路
は
、
優
先 

的
に
整
備
が
可
能
と
な
る
よ
ぅ
、 

道
路
整
備
計
画
を
策
定
。 

•
避
難
路
や
避
難
場
所
の
選
定
、 

周
知
と
あ
わ
せ
、
減
災
対
策
が
確 

実
に
実
行
で
き
る
よ
ぅ
、
市
と
関 

係
機
関
団
体
を
は
じ
め
、
各
自
主 

防
災
組
織
と
連
携
し
た
防
災
訓
練 

を
実
施
。 
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今野武（18年） 

民生委員と児童委員への厚生労働大 

臣特別表彰状伝達式は8月2 3日、市 

役所で開催され、立谷市長から賞状と 

記念品が手渡されました。 

この厚生労働大臣特別表彰は長年民 

生委員、児童委員として地域社会の福 

祉向上に貢献された功績に対し退任の 

際、送られたものです。 

立谷市長は「長い間ご活躍いただき、 

市としても感謝を申し上げたい」とた 

たえました。 

受章者代表の塚本さんは「また活躍 

できる場があれば、お声をかけていた 

だきたい」と応えました。 

【厚生労働大臣特別表彰状（および記 

念品）受章者（敬称略)】•塚本文子（21 

年） •故 •赤田重幸（ 1 8年 2力月） • 

民生委員など長年の功績たたえ 

厚生労働大臣特別表彰 

勝
な
ど
が
順
次
開
講
さ
れ
ま
す
。 

来
年
度
以
降
は
、
他
の
応
急
仮 

設
住
宅
で
も
同
様
に
実
施
さ
れ
る 

予
定
で
す
。 

9
月
ー
日
、
大
野
台
の
応
急
仮 

設
住
宅
の
第
1
集
会
所
で「

陶
芸 

講
座」

が
開
講
さ
れ
、
受
講
生
は 

手
び
ね
り
に
よ
る
作
品
作
り
を
楽 

し
み
ま
し
た
。 

今
年
度
、
市
教
育
委
員
会
生
涯 

学
習
課
と
中
央
公
民
館
で
は
、
大 

野
台
の
応
急
仮
設
住
宅
の
集
会
所 

な
ど
で「

生
涯
学
習
講
座」

を
開 

催
し
ま
す
。 

講
座
は
社
会
教
育
指
導
員
が
中 

心
と
な
つ
て
7
月
か
ら
計
画
が
立 

案
さ
れ
、
9
月
か
ら
の
開
講
と
な 

り
ま
し
た
。 

今
後
、
か
ご
作
り
、
健
康
体
操
、 

ウ
オ
^~

キ
ン
グ
&
史
跡
め
ぐ
り 

絵
手
紙
、
ガ
j
デ
ニ
ン
グ(

花
作 

り)

、
カ
ラ
オ
ケ
、
ミ
ニ
自
然
探 

行
政
と
i
t
/
民
の
パ
イ
プ
役 

ボ
ば
長
会
総
会 

相
馬
市
区
長
会
総
会
は
8
月
如 

曰
は
ま
な
す
館
で
開
か
れ
、
本
年 

度
の
事
業
計
画
の
決
定
な
ど
を
行 

い
ま
し
た
。
毎
年
4
月
に
開
催
し 

て
い
た
も
の
が
、
震
災
の
影
響
で 

4
力
月
後
の
開
催
と
な
り
ま
し 

た
。 総

会
に
先
立
ち
立
谷
市
長
が
あ 

い
さ
つ
。
総
会
に
は
関
係
者
約g

 

名
が
出
席
し
ま
し
た
。
飯
土
井
区 

長
会
会
長
が「

こ
の
ょ
ぅ
な
時
代 

で
す
が
、
区
長
会
と
し
て
探
い
絆 

を
持
ち
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
き 

た
い」

と
あ
い
さ
つ
。 

議
事
で
は
広
報
紙
な
ど
の
配
布
、 

復
興
計
画
に
関
す
る
現
地
視
察
な 

ど
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
確
認
し 

ま
し
た
。 

出
馬
か
ら
全
国
に
ベ
ス
ト
尽
く
し
て
泳
ぐ•

走
る 

全
国
ス
ポ
丨
ツ
大
会
に
出
場
す 

る
後
藤
里
保
さ
ん(

相
高
3
年)

、 

渡
邊
も
も
こ
さ
ん(

宮
城
高
専
2 

年)

は
8
月
M
日
市
役
所
を
訪
れ
、 

大
会
出
場
を
報
告
し
ま
し
た
。 

後
藤
さ
ん
は
第
3
4
回
全
国
！
〇 

C
ジ
ユ一

1

ア
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
カ
ツ 

プ
夏
季
水
泳
競
技
大
会(

l
m
平 

泳
ぎ)

、
渡
邊
さ
ん
は
第
牝
回
全 

国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会
陸
上 

競
技(

女
子
8
0
0
1
1
1)

に
そ
れ
ぞ
れ 

出
場
し
ま
す
。 

報
告
を
受
け
た
渡
部
卓
生
涯
学 

習
部
長
は「

日
頃
の
成
果
を
発
揮 

し
て
頑
張
つ
て
き
て
く
だ
さ
い」

 

と
激
励
。 

後
藤
さ
ん
は「

久
し
ぶ
り
の
全
国 

大
会
。
空
気
を
楽
し
み
な
が
ら
誠 

一
杯
頑
張
り
た
い」

、
渡
邊
さ
ん 

は「

今
回
の
震
災
で
被
災
し
た
祖 

父
母
を
元
気
づ
け
ら
れ
る
よ
ぅ
ベ 

ス
ト
を
尽
く
し
て
走
り
た
い」

と 

大
会
へ
の
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し 

た
。 第

糾
回
全
国
J
〇
c
ジ
ユ
ニ
ア 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳 

競
技
大
会
は
8
月
2
6
日〜

3
0
日
に 

東
京
都
で
、
第
牝
回
全
国
高
等
専 

門
学
校
体
育
大
会
陸
上
競
技
は
8 

月
^
日〜

2
8
日
に
長
野
市
で
そ
れ 

ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

奴 

大 
野 
r ？ 

の 
応 
ぶ 

仮 
設 
住 
宅 
で 
生 
涯 
学 
習 
講 
座 
が 
問 
講 



ご 如 一 

滅 '舊淺f: 

義姨嫁; 

を^^^ 

災害に強い道路を 

東北中央自動車道の整備促進 
を求める伊達市総決起大会 

「東北中央自動車道（福島一相馬 

間）の整備促進を求める伊達市総 

決起大会」は8月3 0日、伊達市 

ふるさと会館で開催されました。 

主催者の仁志田昇司伊達市長が、 

「東日本大震災からの復興、特に 

放射性物質による地域産業経済に 

対する影響からの復興のためにも、 

関係市町村と連携し整備促進を求 

めていく」とあいさつ。 

その後、立谷市長が「命を守っ 

た道路」と題し基調講演を行いま 

した。 

相馬市の震災直後の孤立者救出 

や救援物資•生活物資の確保など 

災害対策本部の対応を説明しなが 

ら、「今後の道路整備にあたって 

は災害に強い道路でなければなら 

ない」と訴えました。 

最後に、相馬一伊達一福島間の 

未事業化区間の早期着手と、安定 

財源の確保による早期完成などに 

ついて決議文を採択しました。 

< S } 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 0 . 

仮
設
住
宅
で
お
好
み
焼
き 

_
木
宏
社
長
や
お
は
な
は
ん
の
松
本 

章
子
社
長
ら
が
、
仮
設
住
宅
地
に 

設
置
し
た
テ
ン
ト
内
で
お
好
み
焼 

き
を
焼
き
上
げ
ま
し
た
。 

本
場
大
阪
の
味
は
入
居
者
ら
に 

好
評
を
博
し
ま
し
た
。 

相
馬
ロ
^—

タ
リ
^—

ク
ラ
ブ(

R 

C)

と
東
京
足
立
R
C
、
台
湾
の 

台
中
北
区
R
C
は
合
同
で
8
月
1
9 

曰
、
相
馬
市
と
新
地
町
の
学
校
な 

ど
に
高
圧
洗
浄
機
と
洗
浄
剤
を
寄 

贈
し
ま
し
た
。 

「

放
射
性
物
質
の
低
減
対
策
に 

活
用
し
て
ほ
し
い」

と
私
立
、
公 

立
の
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
中
高 

校
な
ど
に
高
圧
洗
浄
機
5
5
台
と
洗 

淨
剤
を
送
り
ま
し
た
。 

中
村
一
小
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、 

R
C
、
教
育
関
係
者
な
ど
約
5
0
人 

が
出
席
。
青
田
由
広
相
馬
R
C
会 

長
、
佐
久
間
洋
行
東
京
足
立
R
C 

会
長
が
あ
い
さ
つ
、
安
良
紀
男
相 

馬
市
教
育
長
、
村
山
正
之
新
地
町 

教
育
長
が
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま 

し
た
。 

引
き
続
き
、
体
育
館
外
で
実
演 

を
交
え
た
操
作
説
明
も
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

ハ
ク
ゾ
ウ
メ
デ
イ
カ
ル 

相
馬
市
に
生
産
拠
点
を
持
つ
医 

療
用
衛
生
材
料
製
造
販
売
の
ハ
ク 

ゾ
ウ
メ
デ
イ
カ
ル
は
9
月
3
日
、 

大
野
台
第
2
仮
設
住
宅
で
入
居
者 

な
ど
に
_
西
風
の
お
好
み
焼
き
を 

振
る
ま
い
ま
し
た
。 

同
社
は
大
阪
市
に
本
社
を
構
え
、 

ハ
ク
ゾ
ウ
メ
デ
イ
カ
ル
テ
ク
ノ
ス 

福
島
工
場
が
相
馬
中
核
工
業
団
地 

東
地
区
に
あ
り
ま
す
。 

「

大
阪
の
粉
も
ん
文
化
を
届
け 

た
い」

を
キ
ヤ
ツ
チ
フ
レ
丨
ズ
に 

被
災
地
支
援
の
一
環
と
し
て
の
取 

り
組
み
。 

関
西
風
お
好
み
焼
き
調
理
セ
ツ 

ト
を
販
売
し
て
い
る「

お
は
な
は 

ん」

が
協
賛
。 

ハ
ク
ソ
ウ
メ
デ
イ
カ
ル
の
佐
 々

相
馬
R
C
な
ど
学
校
に
高
圧
洗
浄
機 

j 
飯
豊
、
コ
.—

ル
デ
ン
ジ
ャ
ガ
^—

、
ス 

広
島
で
の
優
勝
報
止
n 

広
島
県
廿
日
市
市
で
開
催
さ
れ 

た
近
県
学
童
選
抜
野
球
大
会
に
相 

馬
市
か
ら
少
年
野
球
チ
^
—
^ 

•

飯 

豊
ゴ
丨
ル
デ
ン
ジ
ャ
ガ
丨
ズ
が
出 

場
、
大
会
で
の
優
勝
を
果
た
し
ま 

し
た
。 8

月
如
曰
、
同
チ—

ム
メ
ン 

バ
丨
ら
が
市
役
所
を
訪
れ
立
谷
市 

長
に
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。 

同
大
会
は
8
月
1
4
、
巧
日
の
両 

日
、
廿
日
市
少
年
野
球
同
好
会
の 

主
催
で
開
催
。
飯
豊
ゴ
丨
ル
デ
ン 

ジ
ャ
ガ
丨
ズ
は
東
日
本
大
震
災
で 

被
災
地
か
ら
の
招
待
で
出
場
し
ま 

し
た
。 

報
告
を
受
け
た
立
谷
市
長
は
メ 

ン
バ
丨
の
健
闘
を
た
た
え
ま
し
た
。 



的なアイデア作品 

市発明展表彰式 

タウ•ケミカル 

相馬井戸瑞長屋起工式 

H23.10.1広報そうま® 

被災高齢者向け災害公営住宅「相馬井戸瑞長屋」の新築工事 

起工式は9月7日、市内馬場野の現地で開催されました。 

市内にイオン交換樹脂工場を持つ米化学最大手ダウ•ケミカル 

が建設し、市に寄贈します。 

式では神事が行われ、立谷重巳相馬工場長、立谷市長らがく 

わ入れなどを行い、玉ぐしをささげました。 

立谷工場長が「相馬井戸瑞長屋は相馬市の復興に役立つと確 

信している」と述べ、立谷市長は「相馬から支え合いの精神を 

全国に発信する「共助住宅」になってほしい」とあいさつしま 

した。 

相馬井戸瑞長屋は被災した一人暮らしの高齢者や老老世帯が 

仮設住宅を経て共同生活を送る災害公営住宅。今回が第1棟 

目となり、市ではさらに4棟の建設を計画しています。 

12世帯分の個室と食堂、風呂場、交流スペースなどを設け 

ます。今回ダウ•ケミカル社から寄贈される集合住宅は、同社 

の断熱材、ソーラーパネル、水浄化システムなど最新技術を導 

入する予定です
： 

第
4
4
回
市
発
明
展
の
表
彰
式
は
、 

9
月
5
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン 

タ
丨
で
行
わ
れ
、
入
賞
者
が
出
席 

し
ま
し
た
。 

今
回
の
発
明
展
に
は
、
小
学
校
、 

中
学
校
の
部
合
わ
せ
て
W
点
の
応 

募
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
有
益
か
、 

努
力
の
跡
が
見
え
る
か
な
ど
が
審 

査
さ
れ
、
市
長
賞
な
ど
1
7
点
が
選 

ば
れ
ま
し
た
。 

入
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と 

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
入
賞
し
た 

子
ど
も
た
ち
を
た
た
え
ま
し
た
。 

市
長
賞
、
福
島
県
発
明
協
会
長 

賞
、
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
、 

相
馬
商
工
会
議
所
会
頭
賞
を
受
賞 

し
た
作
品
1
0
点
は
、S

月
祝
日
か 

ら
3
0
曰
ま
で
郡
山
市
で
開
か
れ
る 

第
5
7
回
福
島
県
発
明
展
に
出
品
さ 

れ
ま
す
。 

【

入
賞
者
は
以
下
の
と
お
り】

 

•
相
馬
市
長
賞=

•
佐
藤
あ
か 

り(

中
一
一
小
2
年)

か
さ
た
て
水 

と
り
く
ん
•
松
田
紗
季(

桜
丘 

小
5
年)

ま
ど
の
さ
ん
ソ
ウ
>
• 

大
森
隆
宏(

桜
丘
小
5
年)

地 

震
対
さ
く
防
止
棒 

(

磯
部
小
6
年)

私
の
ミ
ニ
ラ
ン 

タ
ン
•
齊
藤
董(

山
上
小
6 

年)

じ
ょ
ぅ
ぎ
が
ず
れ
ま
せ
ん 

•
福
島
民
友
新
聞
社
賞
H
•
鎌
田 

百
子(

礎
部
小
6
年
}
お
手
軽
！ 

か
さ
た
て
•
菊
地
優
里(

桜
丘 

小
5
年)

車
内
マ
ル
チ
フ
ッ
ク
• 

門
馬
咨
太(

桜
丘
小
5
年)

お 

り
た
た
み
机 

•
河
北
新
報
社
賞=

•
原
田
智 

基(

中
一
中
ー
年)

蚊
取
り
線
香 

の
火
を
消
せ
る
君 

•
学
校
賞=

桜
丘
小
学
校
、
磯
部 

小
学
校 

•
福
島
県
発
明
協
会
会
長
賞
H
V 

林
泰
希(

山
上
小
6
年)

水
き 

り
ぶ
た 

•
相
馬
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞 

=

•
荒
裕
也(

中
一
小
3
年)

 

べ
ん
り
な
シ
ャ
ワ
丨
•
青
田
真 

依(

中
一
小
4
年)

か
ゆ
い
と
こ 

ろ
に
手
が
と
ど
く
•
矢
吹
太
一 

(

桜
丘
小
5
年)

ど
こ
で
も
つ
り 

か
わ 

•
相
馬
商
工
会
議
所
会
頭
賞 

星
葉
月(

桜
丘
小
5
年)

う
ら 

虫倉丨 

に
ハ
ン
カ
チ
•
坂
内
優
香(

桜 

丘
小
5
年)

油
ひ
き
•
遠
間
駿 

斗(

中
一
中
2
年)

花
火
を
片
付 

け
る
ぞ〜

 

•
福
島
民
報
社
賞=

•
土
生
健 

太(

飯
豊
小
5
年)

ぅ
ま
ぅ
ま
た 

ま
ご
ソ
丨
ラ
丨
•
佐
藤
楓
恋 
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会
を
開
い
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確 

認
し
ま
し
た
。 

除
染
作
業
の
前
後
で
放
射
線
量 

を
計
測
し
て
除
染
効
果
を
検
証
し
、 

よ
り
効
果
的
に
作
業
す
る
こ
と
で 

目
標
値
到
達
を
目
指
し
ま
す
。 

同
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
丨
ム
は
、 

市
が
策
定
し
た「

放
射
性
物
質
除 

染
方
針」

な
ど
に
基
づ
い
た
除
染 

計
画
を
作
成
し
、
除
染
作
業
を
検 

証
し
て
、
方
針
や「

放
射
性
物
質 

除
染
マ
ニ
ュ
ア
ル」

、
除
染
計
画 

な
ど
を
随
時
見
直
す
こ
と
と
し
て 

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国•

県
や
各 

課
の
除
染
情
報
を
共
有
、
連
携
し 

て
除
染
に
取
り
組
み
ま
す
。 

フ
ジ
モ
丨
ル
ド
工
業
と 

H

場
立
地
基
本
協
定
締
結 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
成
形
用 

金
型
設
計
•
製
作
の
フ
ジ
モ
丨 

ル
ド
工
業
株
式
会
社(

富
岡
町•

 

岡
田
利
一
代
表
取
締
役
社
長)

 

と
市
と
の
工
場
立
地
に
関
す
る 

基
本
協
定
書
の
調
印
式
は
8
月 

四
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

調
印
式
に
は
、
立
谷
市
長
、 

岡
田
社
長
、
五
十
嵐
照
憲
福
島 

県
商
エ
労
働
部
理
事
な
ど
関
係 

者
1
2
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

調
印
後
、
岡
田
社
長
は「

社 

員
一
丸
と
な
っ
て
一
歩
一
歩
前 

へ
進
み
、
誘
致
企
業
と
し
て
恥 

じ
な
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い 

く」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

フ
ジ
モ
丨
ル
ド
工
業
株
式
会 

社
は
塚
部
地
区
で
、
9
月
四
曰 

か
ら
の
操
業
を
予
定
し
て
い
ま 

す
。 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発 

電
所
の
事
故
に
伴
い
、
市
内
に
拡 

散
し
た
放
射
性
物
質
に
対
し
、
除 

染
に
よ
り
市
民
を
健
康
被
害
か
ら 

守
る
た
め
、
除
染
対
策
プ
ロ
ジ
ェ 

ク
ト
チ
1
-T

が
庁
内
に
設
立
さ
れ
、 

9
月
ー
日
第
1
回
会
議
が
市
役
所 

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

メ
ン
バ
丨
は
佐
藤
憲
男
副
市
長 

を
リ
^—

ダ
^—

に
膏
田
^
民
生
部
長 

を
サ
フ
リ
^—

ダ
^~

と
し
臺
内
士
ロ 

重
教
育
部
長
や
関
係
各
課
の
課
長 

な
ど
で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

は
じ
め
に
佐
藤
副
市
長
が「

放 

射
線
量
が
少
し
で
も
低
く
な
る
よ 

ぅ
除
染
活
動
を
推
進
し
、
市
民
の 

皆
さ
ん
の
不
安
の
解
消
に
取
り
組 

ん
で
い
き
た
い」

と
あ
い
さ
つ
を 

述
べ
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
市
職
員
、
教
職
員
、 

P
T
A
、
地
域
住
民
な
ど
で
地
域 

除
染
チ
丨
ム
を
構
成
、
通
学
路
と 

そ
の
側
溝
、
公
共
施
設
を
除
染
す 

る
ほ
か
、
単
身
高
齢
者
世
帯
な
ど 

で
行
ぅ
除
染
作
業
を
支
援
し
て
い 

く
こ
と
、
各
家
庭
は
各
自
で
除
染
、 

学
校
な
ど
子
ど
も
が
利
用
す
る
施 

設
は
各
管
理
者
が
作
業
し
、
市
内 

全
域
の
放
射
線
量
を
低
減
し
て
い 

く
こ
と
、
地
域
除
染
チ
ー
ム
の
編 

成
に
あ
た
つ
て
は
各
地
区
で
説
明 

除 
染 
対 
策 
プ 
n 

エ 

ク 
ト 

チ 
1 

ム 

第 
1 

InJ 

i 
開 
催 

横
牲
者
の
魂
を
鎮
め
る 

市
東
日
本
大
震
災
慰
霊
祭 

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
半 

年
の
日
を
翌
日
に
控
え
た
9
月
1
0 

曰
、
ス
ポ
^“

ツ
ア
リ
-
—
ナ
そ
ぅ
ま 

で
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
相
馬
市 

東
日
本
大
震
災
慰
霊
祭
が
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

市
が
主
催
し
、
遺
族
ら
約§

人 

が
参
列
し
ま
し
た
。 

開
式
に
先
立
ち
、
陸
上
自
衛
隊 

福
島
駐
屯
地
音
楽
隊
が
献
奏
を
捧 

げ
ま
し
た
。 

式
で
は
、
震
災
の
犠
牲
者
を
悼 

み
黙
と
ぅ
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
あ
と
、 

立
谷
市
長
が「

復
興
.
復
旧
に
全 

力
を
尽
く
す
こ
と
が
犠
牲
に
な
ら 

れ
た
方
々
を
お
慰
め
す
る
唯
一
の 

方
法
と
信
じ
て
い
る」

と
式
辞
を 

述
べ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
佐
藤
雄
平
福
島
県
知 

事
、
波
多
野
広
文
市
議
会
議
長
が 

震
災
後
の
半
年
間
を
振
り
返
り
、 

今
後
の
復
興
を
誓
ぅ
追
悼
の
辞
を 

述
べ
ま
し
た
。 

磯
部
地
区
の
避
難
誘
導
に
あ 

た
っ
た
消
防
団
副
分
団
長
の
父
• 

阿
部
健
一
さ
ん
を
亡
く
し
た
遺
族 

代
表
の
阿
部
彩
音
さ
ん
が「

勉
強 

し
て
大
学
へ
進
学
し
、
保
育
士
に 

な
る
夢
を
叶
え
た
い」

と
述
べ
た 

あ
と
、
参
列
者
ら
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と 

壇
に
向
か
っ
て
献
花
し
、
犠
牲
者 

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。 
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東
日
本
大
震
災 

無
料
困
リ
ご
と
相
談
• 

法
律
相
談
会 

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
や 

税
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
そ
の 

他
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
困
り 

ご
と
が
あ
る
方
を
対
象
に
無
料 

相
談
を
行
い
ま
す
。
ど
ん
な
相 

談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

ど
ぅ
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く 

だ
さ
い
。 

•
日
時
平
日
•
4
時〜

1
8
時 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

1
会
議
室•

 

2
階(

0 

2 
2 

0
6
} 

•
担
当
福
島
県
弁
護
士
会
、 

相
馬
市
四
団
体
協
議
会(

司
法 

書
士
会•

行
政
書
士
会•

土
地 

家
屋
調
査
士
会•

税
理
士
会)

、 

福
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会 

弁
護
士
会
は
月
曜
日
.
木
曜 

日
の
1
4
時〜

1
6
時 

市
四
団
体
協
議
会
は
平
日
1
4 

時〜

1
8
時 

社
会
保
険
労
務
士
会
は
毎
週 

火
曜
日
4
時〜

1
6
時 

相
談
内
容
に
よ
り
担
当
を
割 

り
当
て
て
お
り
ま
す
の
で
、
不 

明
な
点
は
事
前
に
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。 

震
災•

原
発
相
談
窓
口
行
政
相
談 

福
島
県
弁
護
士
会
で
は
、
震 

災•

原
発
相
談
窓
口 (

予
約
受 

付)

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の 

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

受
付
フ
リ
^—

ダ
イ
ヤ
ル(

o 

1
2
0 

—

 

7 
o 
o—

—

7 
9 
1
} 

(

平
日
1
0
時
か
ら
1
6
時) 

ま
た
、
同
弁
護
士
会
で
は
、 

東
京
電
力
に
対
す
る
和
解
仲
介 

手
続
き
を
ご
希
望
の
方
の
相 

談
•
受
任
の
窓
口
も
設
け
て
い 

ま
す
。 

參
受
付
窓
口 

(

§
3
0
2
4 

—
 

5 
3 
3—
7
7
7
0)

福
島 

県
弁
護
士
会
原
発
被
害
者
救 

済
支
援
セ
ン
タ
丨
ま
で 

無
料
法
律
相
談
会 

日
常
の
お
悩
み
に
、
法
律
的 

な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行 

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
生
活 

環
境
課
ま
で
予
約
し
て
く
だ
さ 

い
。
予
約
はS

月
3
日(

月)
 

か
ら
。 

•
日
時2

月2

日(

水)

1
0 

時
牝
分〜

M
時
牝
分 

•
場
所
市
役
所
1
階
市
民 

相
談
室 

•
日
時
1
0
月
U
日(

火)

1
0 

時〜

1
2
時(

毎
月
第
2
火
曜
日
} 

•
場
所
市
民
相
談
室(

市
役 

所
ー
階)

 

行
政
相
談
は
、
役
所(

国•
 

県
•
市)

や
特
殊
法
人
の
仕
事 

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
に
つ
い 

て
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
解
決 

を
お
手
伝
い
す
る
も
の
で
す
。 

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守 

し
ま
す
。
ま
た
、
時
間
外
は
相 

談
員
宅
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

•
堀
川
相
談
員(

3
3
5
2 
2 
4 

2) 

•
斉
藤
相
談
員 

6
8
0)

 

市
民
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を 

除
く)
、
生
活
環
境
課
で
。 

消
費
生
活
相
談 

訪
問
販
売
.
商
品
ト
ラ
ブ
ル 

な
ど
に
つ
い
て
。 

扣
月
ひ
日(

金)

9
時〜
巧 

時
、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

時
間
外
は
相
談
員
宅
で
も 

受
付
。
•
須
藤
相
談
員(

a 

3
5
3
2
8
4)

 

多
重
債
務
相
談 

毎
日(

土
、
曰
、
祝
日
を 

除
く)

、
1
階
市
民
相
談
室
で
。 

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相 

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま 

す
。 

交
通
事
故
相
談 

毎
週
木
曜
曰(

1
日
と
祝
日 

を
除
く) 

9
時〜

n
時
、
生
活 

環
境
課
内
交
通
相
談
所
で
。 

相
談
窓
口•

問
い
合
わ
せ
先 

生
活
環
境
課(

S
3
7
2 
1
4 
4)

 

健
康
相
談 

毎
日(

土
、
日
、
祝
日
を
除
く)

、 

保
健
セ
ン
タ
丨
で
。
自
動
血
圧
計 

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ 
I 

(

S
3
5
4
4
7
7)

 

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談 

第
2 
. 

4
水
曜
日(

祝
日
の
場 

合
は
翌
日)

、
$
2
時〜

1
6
時
、
市 

社
会
福
祉
協
議
会(

総
合
福
祉
セ 

ン
タ—

内
a
%
5
0
3
3)

で
。 

税
の
無
料
相
談
案
内 

東
北
税
理
士
会
相
馬
支
部
で 

は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災 

さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
次
の
日
程 

で「

税
金
に
関
す
る
無
料
相
談」

 

と
税
を
考
え
る
週
間
の
行
事
と
し 

て一

般
の
方
を
対
象
に「

様
々
な 

税
金
に
関
す
る
無
料
相
談」

を
開 

催
し
ま
す
。 

•
日
時 

11 

月
2
6
日(

土)

、 

日(

日)

2
時〜

1
6
時 

•
場
所
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨 

(

は
ま
な
す
館)

2
階
会
議
室(

a 

邪
0
9
0
5)

 

•
ご
相
談
の
際
に
持
参
す
る
も
の 

•
り
災
証
明
書 

•
建
物
の
建
築
時
期
が
わ
か
る
資 

料 •
直
近
の
確
定
申
告
書
な
ど 

•
問
い
合
わ
せ
先 

東
北
税
理
士
会
相
馬
支
部
税
務 

支
援
対
策
部(

S
リ
2 
0
2
4)

 

※
税
金
の
申
告
書
類
の
作
成
、
税 

の
相
談
や
手
続
き
な
ど
は
税
理 

士
で
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
依
頼
す
る
場
合
は
資 

格
の
あ
る
正
規
の
税
理
士
で
あ 

る
か
ど
ぅ
か
税
理
士
会
な
ど
に 

確
認
す
る
な
ど
十
分
に
注
意
し 

て
く
だ
さ
い
。 
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休日の当番医 

1 0月2日（日） やまぐち小児科医院 中 村 1 丁 目 37-8815 

1 0月9日（日） 桜ケ丘さいとう整形外科 中村字桜ケ丘 35-1333 

10月10曰(月) わたなベ内科•胃腸科 大曲字大毛内 26-5061 

10月16日(日) すぎやまこどもクリニック 大曲字大毛内 26-5111 

10月23日（日） 菜のはなこどもクリニック 中 村 字 川 沼 36-8739 

10月30日（日） 大石医院 中 村 字 大 町 35-3451 

※診療時間は9:00〜16:00 

※救急医療病院は公立相馬総合病院（S 36-5101) 

相 馬 中 央 病 院 （ S 36-6611) 

休日の当番歯科医 

1 0月2曰（曰） わたなベ歯科クリニック 中 村 字 新 町 36-2345 

1 0月9日（日） あべ歯科医院 馬場野字山越 36-5511 

10月10日(月) 大井歯科医院 中村字大手先 35-0808 

1 0 月 1 6日旧 ) 渡辺歯科医院 新 地 町 小 川 62-3155 

10月23日（日） 木幡歯科医院 南相馬市鹿島区 46-2244 

10月30日(日） 梶田歯科医院 中 村 2 丁 目 36-1551 

※診療時間は9:00〜16:00 

10月の行事予定 
(9月16日現在） 

月 曰 行 事 名 時 間 場 所 

10月16日（曰) 
愛する松川浦への思いを 

つてみよつ 
13 ： 30 

はまなす館2階 
会議室 

10月18日(火) 交通安全総ぐるみ大会 10 ： 00 はまなす館 

10月19曰(水) 無料法律相談会（要予約） 10 ： 45 
市役所1階 
市民相談室 

10月20日(木) 立候補予定者説明会 9 ： 00 
分庁舎 

第 1 * 2会議室 

献血にご協力を 

月 曰 時 間 場 所 

10月6日（木） 

10 00 〜12 ： 00 ェム•セテック(株） 

10月6日（木） 13 0 0〜1 5 ： 30|オリエンタルモ一タ一(株） 10月6日（木） 

16 0 0〜1 7 ： 00相馬地方広域水道企業団 

1 0月1 7日(月) 

10 00 〜12 ： 00 ニダック精密(株） 

1 0月1 7日(月) 13 30 〜14 ： 30 T A C〇精機(株） 1 0月1 7日(月) 

15 00 〜16 ： 30 中央ビジネスフォーム(株） 

10月20日（木） 

10 0 0〜1 2 ： 00サンワインタック(株） 

10月20日（木） 

10 0 0〜1 2 ： 00|特殊メタル(株）福島工場 

10月20日（木） 13 3 0〜1 4 ： 30飯豊公民館 10月20日（木） 

13 30 〜14 ： 30 (株)福装21相馬ファクトリー 
10月20日（木） 

15 0 0〜1 6 ： 301相馬東局等学校 

※採血は医師の診断のうえ行います。 

ご
利
用
く
だ
さ
い 

D
V
の
女
性
相
談
窓
口 

市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん
に
安 

心
で
き
る
社
会
生
活
を
提
供
す
る 

た
め
、
D
V
の
女
性
相
談
窓
口
を 

設
置
し
て
い
ま
す
。
配
偶
者
や
恋 

人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
パ
丨 

ト
ナ
丨
か
ら
の
暴
力
に
あ
つ
て
レ 

る
方
は
、
ひ
と
り
で
悩
み
や
不
安 

を
抱
え
込
ま
ず
に
、
ど
ぅ
ぞ
ご
相 

談
く
だ
さ
い
。
面
接
の
際
は
女
性 

職
員
が
個
室
で
相
談
に
応
じ
、
秘 

密
は
厳
守
し
ま
す
。 

•
相
談
窓
口
社
会
福
祉
課 

•
相
談
日
時
月
曜
日
か
ら
金
曜 

日
の
8
時
3
0
分〜

1
7
時
1
5
分(

祝 

日
、
年
末
年
始
の
休
み
を
除
く)

 

•
相
談
方
法
電
話
ま
た
は
面
談 

に
よ
る
相
談 

•
相
談
員
女
性
相
談
員
ま
た
は 

女
性
職
員
が
対
応 

•
弁
護
士
相
談
法
律
的
な
助 

言
•
指
導
が
必
要
な
場
合
は
、
2 

回
ま
で
弁
護
士
に
無
料
で
相
談
す 

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

參
問
い
合
わ
せ
先
社
会
福
祉
課 

(

S
3
7
2
2
0
4)

 

エ
イ
ズ 

専
門
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

福
島
県
立
医
科
大
学
附
属
病
院 

で
は
、
エ
イ
ズ
に
関
す
る
専
門
力 

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。
相 

談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ 

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ 

さ
い 

參
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
内
容 

検
査
や
治
療
、
日
常
生
活
上
の 

問
題
な
ど
の
不
安
や
悩
み
に
対
す 

る
相
談 

専
門
医
療
機
関
、
患
者
会
な
ど 

に
関
す
る
情
報
な
ど 

參
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
対
象 

H
I
V
感
染
者
、
エ
イ
ズ
患
者 

や
そ
の
家
族
な
ど(

H
I
V
感
染 

や
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
不
安
な
方
は 

ど
な
た
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い)

 

•
相
談
場
所 

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科 

大
学
附
属
病
院
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

ル
-
-

ム(

エ
イ
ズ
治
療
中
核
拠
点 

病
院)

 

•
相
談
時
間 

毎
週
月
曜
日
9
時〜

1
7
時(

祝 

祭
日
、
年
末
年
始
を
除
く)

 

參
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
方
法 

•
面
談
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

(

電
話
な
ど
に
よ
る
要
事
前
予
約)

 

(

S

0

2

4 

丨 

5 

4 

7 

1
1 

C
\
1

1
1 

L
O
 
)
 

•
予
約
対
応
時
間
祝
祭
日
年 

末
年
始
を
除
く 
9
時〜

1
7
時 

I 

肝
疾
患
の
専
門
相
談 

福
島
県
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
丨 

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎(

B
型 

肝
炎
、
C
型
肝
炎)

を
は
じ
め
と 

す
る
肝
疾
患
に
不
安•

疑
問
を
持 

つ
方
や
患
者
、
家
族
な
ど
の
相
談 

に
応
じ
ま
す
。
専
門
医
療
機
関
に 

関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
相
談 

は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ 

ま
す
。 

參
相
談
対
象
者
肝
疾
患
の
患
者
、 

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア
や
そ
の
家
族 

な
ど 

春
相
談
方
法 

•
電
話
に
よ
る
相
談•

専
門
ダ
イ 

ヤ
ル「

S
0
2
4 

—

 

5 
4 
7 

1
4
1
4)

相
談
員=

保
健
師 

•
面
談(

要
事
前
予
約)

に
よ
る 

相
談 

•
相
談
場
所
福
島
県
肝
疾
患
相 

談
セ
ン
タ
ー(

肝
疾
患
診
療
連
携 

拠
点
病
院
H
公
立
大
学
法
人
福
島 

県
立
医
科
大
学
附
属
病
院
消
化 

器
内
科
外
来
内)

 

•
受
付
時
間
週
2
回(

月
•
水 

曜
日)

M
時〜

"
時(

祝
祭
日
、 

年
末
年
始
を
除
く)

 



10月31日申し込み終了 
県借上げ住宅 

これまで実施してきた県の借上げ住 

宅は、1 0月3 1曰で申し込み終了と 

なります。なお、10月3 1日までに 

入居する方のみ受付します。 

県外から県内へ住み替えする世帯に 

ついては、引き続き受付します。 

※この制度を利用される方は、「住宅 

の応急修理制度」は受けられませ 

f~\JO 

春受付•問い合わせ先市役所2階建 

築課（ S 3 7 — 2 1 7 9) 

H23.10.1広報そうま© 

国
民
年
金
の
届
出
を
必
ず 

行
っ
て
く
だ
さ
い 

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住 

所
が
あ
る
扣
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の 

方
す
ベ
て
が
加
入
す
る
制
度
で 

す
。 届

出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な 

く
、
被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た 

と
き
に
も
必
要
で
す
。
も
し
、
届 

出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額 

が
少
な
く
な
っ
た
り
受
け
取
れ
な 

い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず 

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

歳
に
な
っ
た
と
き
厚
生
年 

金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な 

い
方
が
、
％
歳
に
な
っ
た
と
き
は
、 

国
民
年
金
の「

第
1
号
被
保
険
者」

 

に
な
り
ま
す
の
で
、「

国
民
年
金 

被
保
険
者
資
格
取
得
届」

を
提
出 

し
ま
す
。 

•
会
社
を
退
職
し
た
と
き 

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、
厚 

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て 

い
る
方
は
、
国
民
年
金
のr

第
2 

号
被
保
険
者」

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

第
2
号
被
保
険
者
の
方
が
6
0
歳 

に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど
を
退
職 

し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
第
1 

号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の
で
、 

「

国
民
年
金
被
保
険
者
種
別
変
更 

届」

を
提
出
し
ま
す
。 

•
被
扶
養
配
偶
者
の
方
の
収
入
が 

増
え
た
と
き 

会
社
な
ど
に
勤
め
て
厚
生
年
金 

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方 

に
扶
養
さ
れ
る
、
被
扶
養
配
偶
者 

の
方(

沈
歳
以
上
印
歳
未
満
の
方 

に
限
り
ま
す)

は
、
国
民
年
金
の 

「

第
3
号
被
保
険
者」

に
な
っ
て 

い
ま
す
。 

第
3
号
被
保
険
者
の
方
の
パ
I 

ト
収
入
な
ど
が§

万
円
以
上
に 

な
っ
た
と
き
は
、
被
扶
養
配
偶
者 

で
な
く
な
り
、
第
1
号
被
保
険
者 

に
な
り
ま
す
の
で
、「

国
民
年
金 

被
保
険
者
種
別
変
更
届」

を
提
出 

し
ま
す
。 

•
被
扶
養
配
偶
者
の
配
偶
者
が
退 

職
し
た
と
き
な
ど 

配
偶
者
の
方
が
退
職
し
て
、
厚 

生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
で 

な
く
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
国
民
年 

金
の
第
3
号
被
保
険
者
だ
っ
た
方 

は
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
り
、 

第
1
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
の 

で
、「

国
民
年
金
被
保
険
者
種
別 

変
更
届」

を
提
出
し
ま
す
。 

ま
た
、
第
3
号
被
保
険
者
の
方 

が
離
婚
し
た
と
き
に
も
、
第
1
号 

被
保
険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き 

が
必
要
で
す
。 

•
免
除
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま 

す 
平
成
M
年
度
の
国
民
年
金
の
第 

1
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
月 

額
1
5
、
0
2
0
円
で
す
。
国
民 

年
金
の
保
険
料
を
衲
め
る
こ
と
が 

経
済
的
に
困
難
な
と
き
に
は
、
ご 

本
人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
条
件 

に
該
当
し
た
場
合
国
民
年
金
保
険 

料
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き 

ま
す
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
•
保
険
年 

金
課
年
金
係(

S
3
7
2
1
4
1)

 

•
相
馬
年
金
事
務
所(

0 

3
6
5 

1 

7 

2)
 

胃
が
ん
施
設
検
診
を
実
施 

胃
が
ん
施
設
検
診
をS

月
的
日 

(

土)

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
。 

•
個
人
負
担 

2
、
9
〇
〇
円 

(

検
診
日
当
日
T
O
歳
以
上
無
料)

 

•
検
査
内
容
胃
の
エ
ッ
ク
ス
線 

検
査
、
ま
た
は
胃
内
視
鏡
検
査(

胃 

カ
メ
ラ)

 
•
実
施
医
療
機
関
•
阿
部
ク
リ 

11

ッ
ク
•
柏
村
内
科
胃
腸
科
•
杉 

本
医
院
•
ふ
な
ば
し
内
科
ク
リ 

_1

ッ
ク
•
米
村
胃
腸
科
内
科
医
院 

•
胃
内
視
鏡
検
査
の
み
実
施
の
医 

療
機
関
•
相
馬
中
央
病
院
•
早 

川
医
院
•
わ
た
な
ベ
内
科
•
胃
腸 

科
•
公
立
相
馬
総
合
病
院 

※
詳
し
く
は
、
7
月
1
5
日
付
け
お 

知
ら
せ
版
を
ご
覧
下
さ
い
。 

•
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン 

タ—

3
%
4
4
7
7)

 
月
M
日(

日)

市
議
会
議
員|

般
選
挙 

立
候
補
予
定
者
説
明
会
を
開
催 

相
馬
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

は
1
1
月
2
日
告
示
、
同
扣
日
投 

商
示
日
で
行
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
選
挙
に
あ
た
り
、
立
候 

補
者
届
出
の
手
続
き
や
選
挙
運 

動
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
次 

に
よ
り
説
明
会
を
開
き
ま
す
の 

で
、
立
候
補
を
予
定
さ
れ
る
方 

は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。 

【

立
候
補
予
定
者
説
明
会】

 

秦
日
時
1
0
月
卻
日(

木)

9 

時〜
 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

l
-
2
i
l(

2 
階)

 

※
立
候
補
予
定
者
を
含
め
2
名 

ま
で
出
席
で
き
ま
す
。 

【

選
挙
公
営
説
明
会】

 

•
日
時
1
0
月
2
0
日(

木)

立 

候
補
予
定
者
説
明
会
終
了
後 

•
場
所
市
役
所
分
庁
舎
第 

1
.
2
会
議
室(

2
階)

 

•
対
象
者
出
衲
責
任(

予
定)

 

者 •
問
い
合
わ
せ
先
市
選
挙 

管

理

委

員

会

事

務

局(

S 

3
7
2
1
9
2)

 



「きづく •つなぐ•まもる」かけかえのないいのち 

心の相談に応じます 

《福島県の自殺の現状》 

•平成10年に全国の自殺者数が3万人を突破して以 

来、全国で毎年3万人以上の人が自殺で亡くなってい 

ます。これは毎日80人以上がいのちを絶っているこ 

とになります。 

•震災から2力月後の5月には、全国的な自殺者の急 

増が見られました。福島県でも去年同月比の1_ 4倍 

増を記録しています。 

6月以降に閉しては、内閣府が震災関連自殺の調査 

に着手しておりますが、今後もかけがえのないいのち 

を守るため注意が必要です。 

•自殺を考える人はサインを発しています。 

家族や周囲の人がこのサインに気づき、自殺予防に 

つなげていくことが大切です。苦しむ人の相談に応え 

る専門家がいますし、極めて探刻な問題でも必ず状況 

は変わります。 

•福島県では震災の他、原子力発電所の事故の影響も 

あり、私たちは様々なストレスにさらされています。 

震災などによるショックから立ち直るスピードは、 

被害の大小に関わらず、人それぞれです。 

こころも体も無理をしすぎる前に、上手にリラック 

スしたり、専門家へ相談することが必要です。 

《心の相談に応じます》 

•福島県立医科大学こころのケアチームが相談に応じ 

ます。 

リラックススペース「一休みの会」ではお茶を準備 

していますので、どなたでも気軽に参加できます。お 

子さんもどうぞ。 

保健センタ一での開催は、ヨガや呼吸法などのリ 

ラックス法を練習したり、趣味講座も行います。 

また、専門家による個別相談や、家庭訪問ができま 

す。 

みの会開催場所 曜日 時間 

保健センタ一 10時30分〜12時 

別敷田第1仮設住宅談話室 国 
10時30分〜"12時 

東グランド仮設住宅東集会場 国 
1 0時30分〜12時 

柚木仮設住宅北集会場 p 1 
1 3時30分〜15時 

大野台仮設住宅第3集会場 广金 1 0時30分〜12時 

大野台仮設住宅第6集会場 tt： 1 3時30分〜15時 

_問い合わせ先保健センタ一（ S 35 — 4 4 7 7) 

d 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 0 . 1 

平
成
2
4
年
成
人
式 の

ご
案
内 

市
で
は
平
成
M
年
の
成
人
式
を 

左
記
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。 

1
1
月
1
日
現
在
市
内
に
住
民
登 

録
し
て
い
る
新
成
人
に
は
じ
月
上 

旬
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
の 

で
参
加
申
込
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん 

が
、
学
生
な
ど
で
市
内
に
住
民
登 

録
が
な
い
方
は
参
加
申
込
み
を
し 

て
だ
さ
い
。 

•
日
時
平
成
M
年
1
月
8
曰 

(

日)

1
1
時〜

 

•
会
場
総
合
福
祉
セ
ン
タ
丨 

(

は
ま
な
す
館)

•
多
目
的
ホ
丨
ル 

•
対
象
者
平
成
3
年
4
月
2
日 

か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日
ま
で
に 

生
ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
居
住
ま 

た
は
本
市
出
身
の
方
。 

•
申
込
方
法
1
1
月
ー
日
現
在
市 

内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
は
事
前 

申
込
不
要
で
す
。 

市
内
に
住
民
登
録
が
な
い
方 

は
、S

月
3
日
か
ら
：
：
月
1
5
日
ま 

で
に
市
役
所
市
民
課
、
生
涯
学
習 

課
、
各
公
民
館
で
参
加
申
込
み
を 

し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
申
込
も
で 

き
ま
す
。 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
生
涯 

学
習
課(

S
3
7
2
1
8
7)
 

ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

交
通
安
全
総
ぐ
る
み
大
会 

市
•
市
交
通
対
策
協
謹
会
で
は
、 

「

安
全
で
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取
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蔵
の
中
に
は
、
古
文
書
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生
活
道
具
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ど
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貴
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い
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「まちづくリ出前講座」再開のお知らせ 

新規メニューも 

ボランティア市 

震災以後、一部休止しておりました「まちづくり出前講座」を再開いたします。 

多数加わりました。ぜひご利用ください。 

なお、現在市及び関係機関等では震災対応業務を最優先にしております。また、 

民講師の中には遠方へ一時避難されている方もおり、ご要望にお応えできない場合もあります。 

あらかじめご了承ください。 

• 問 い 合 わ せ 先 生 涯 学 習 課 S 37-2187 

NQ 講座名 内 容 担当 対象 開催時間 

A-1 IS09001について 1 S 0 9001に関する相馬市の取組みについて説明 
します 総務課 一般 3 0〜 4 0分 

A-2 相馬市のしくみ 市役所が行う仕事としくみについてお話します 総務課 
小学生 
以上 

4 5〜 1 2 0分 

A-3 相馬市の家計簿 相馬市の財政状況についてお話します 財政課 
小学生 
以上 

4 5〜 1 2 0分 

A-4 
知っておきたい税の 
おはなし 

市民税や固定資産税など身近な税金についてお話 
します 税務課 

小学生 
以上 

4 5〜 1 2 0分 

A-5 相馬市の復興計画 相馬市の「復興計画」について説明します 企画政策課 
中学生 
以上 

4 5〜 6 0分 

A-6 N P〇設立について N P〇設立までの手続きについて説明します 企画政策課 一般 3 0〜 4 5分 

A-7 戸籍のしくみについて 戸籍のしくみや戸籍の見方について、分かりやす 
くお話します 市民課 

小学生 
以上 

2 0〜 3 0分 

A-8 
市議会のしくみ 
について 

市議会のしくみと活動内容についてお話します。 
議場の見学もできます 議会事務局 

小学生 
以上 

4 5〜 1 2 0分 

B-1 
身近な水辺の水質 
(河川やお堀など） 

身近な水辺の水質についてお話します（希望によ 
リ簡易テス卜も行います） 生活環境課 

中学生 
以上 

4 5〜 1 2 0分 

B-2 
消費生活と 
消費者トラブル 

悪質商法など消費者トラブルの内容と予防•対応 
方法をお話します。ビデオ上映もできます 生活環境課 

小学生 
以上 

約 6 0分 

B-3 
家庭のごみと 
リサイクル 

相馬市のごみ処理の体系と家庭でできる4Rについ 
て 生活環境課 

小学生 
以上 

約 6 0 分 

B-4 地球温暖イ匕と省エネ 地球温暖化の影響や省エネについてお話します 生活環境課 
小学生 
以上 

約 6 0 分 

B-5 交通安全について "交通事故のない社会を目指して"ビデオ上映を交 
えてお話します 生活環境課 

小学生 
以上 

約 6 0分 

B-6 
相馬市産業廃棄物埋立 
処分場について 

処分場の目的及び運営方法を説明します 環境公園課 
小学生 
以上 

3 0〜 4 0分 

C-1 相馬のダムについて ダムの目的とはたらきについてお話します 農林水産課 
小学生 
以上 

4 5〜 1 2 0分 

C-2 国保制度について 国民健康保険制度についてお話します 保険年金課 
小学生 
以上 

約 6 0分 

C-3 
高齢者医療制度 
について 75歳以上の高齢者の医療制度の内容について 保険年金課 一般 約 6 0 分 

C-4 国民年金について 現在の国民年金の内容をお話します 保険年金課 
小学生 
以上 

約 6 0 分 

C-5 子育て支援について 相馬市における子育て支援についてお話します 社会福祉課 一般 6 0〜 1 2 0分 

C-6 
児童センターってどん 

なところ？ 
児童センターで一緒に遊ぶ体験実習です 社会福祉課 

小学生 
以上 

6 0〜 1 2 0分 

C-7 
保育所ってどんなとこ 
ろ？ 

保育所を見学する体験実習です 社会福祉課 
小学生 
以上 

6 0〜 1 2 0分 

C-8 
知っておきたい！ 
福祉サービス 

高齢者や障がい者に対する福祉サービスについて 
お話します 

健康福祉課 
小学生 
以上 

6 0〜 1 2 0分 

C-9 教えて！介護保険 
介護保険のサービス内容や保険料についてお話し 
ます 

健康福祉課 
高校生 
以上 

6 0〜 1 2 0分 

H23.10.1広報そうま汲 



「まちづくリ出前講座」 

NQ 講座名 内 容 担当 対象 開催時間 

C - 1 0 献血のはなし 献血がなぜ必要かをお話します 保健センター 小学生 
以上 

約 6 0分 

C-11 健康講座® 寝たきリにならないために 保健センター 一般 約 6 0分 

C - 1 2 健康講座® メタボリツクシンドロームとは 保健センタ一 一般 約 6 0分 

C - 1 3 健康講座® 乳幼児の健康 保健センタ一 一般 約 6 0分 

C - 1 4 健康講座© 思春期の保健 保健センタ一 小中学生 約 6 0分 

C - 1 5 健康講座® 食育について（生活習慣病予防） 保健センタ一 一般 約 6 0分 

C - 1 6 健康講座® 食育について（乳幼児の食事） 保健センター 一般 約 6 0分 

C - 1 7 健康と体力づくリ ニュースポーツや健康体操を実施します 
スポーツ 

振興課 
一般 6 0 〜 1 2 0 分 

D-1 
いじめと不登校 
について 

いじめ問題の解決方法についてお話します 学校教育課 
小学生 
以上 

6 0 〜 1 2 0 分 

D - 2 
生涯学習って 
何ですか？ 

生涯学習とは何かについてご説明します。また、 
生涯学習活動内容についてお話します 

生涯学習課 
小学生 
以上 

約 6 0分 

D - 3 相馬の文化財について 
相馬の歴史や文化財についてお話します※馬陵城 
跡などの見学もできます 

生涯学習課 
小学生 
以上 

4 5 〜 1 2 0 分 

D - 4 御仕法について 
相馬市の歴史を語るうえで外すことのできない"御 
仕法"について 

生涯学習課 
小学校高 
学年以上 

4 5 〜 1 2 0 分 

D-5 公民館について 
公民館の役割についてご説明します。各公民館で 
実施している教室をご紹介します 

中央公民館 
小学生 
以上 

4 5 〜 1 2 0 分 

D - 6 
読み聞かせって 
なぁに？ 

子どもへの本の読み聞かせ方について 図書館 
乳幼児と 
保護者 

3 0 〜 6 0 分 

E-1 相馬市の工業 
工業団地と各企業（工場）の現状についてお話し 
ます 

商工振興課 
小学生 
以上 

約 6 0分 

E-2 相馬市の商業 商店や買い物客の現状についてお話します 商工振興課 
小学生 
以上 

約 6 0分 

E-3 相馬市の働く場所 働く場所の現状についてお話します 商工振興課 
小学生 
以上 

約 6 0分 

E-4 相馬の観光と物産 
相馬の観光と特産品（物産）のビデオ等を交えて 
お話します 

観光物産課 小中学生 約 3 0分 

E-5 
相馬市の農林水産業に 
ついて 

農林水産業の現状と将来についてお話します 農林水産課 
小学生 
以上 

4 5 〜 1 2 0 分 

F-1 下水道のある暮らし 
生活を通して下水道の役割、しくみと働きをお話 
します※あわせて下水処理場の見学も実施できま 
す 

下水道課 
小学生 
以上 

6 0 〜 1 2 0 分 

F-2 高速道路が出来るまで 高速道路が出来るまでと現状についてお話します 
高速道路 
推進室 

一般 4 5 〜 6 0 分 

F-3 相馬市の公園について 
相馬市の公園の種類や維持管理についてお話しま 
す 

都市整備課 
小学生 
以上 

4 5 〜 6 0 分 

F-4 「道」のはなし 相馬市の道路整備についてお話します 土木課 
小学生 
以上 

4 5 〜 9 0 分 

G - 1 選挙制度について 選挙運動内容や選挙のルールについてお話します 
選挙管理 
委員会 

小学生 
以上 

約 6 0分 

G - 2 
農地の無断転用をなく 
そぅ 

転用にかかる規制や添付書類申請から許可までの 
日程等について説明します 

農業委員会 一般 約 3 0分 

G - 3 
田畑を他の用途に変更 
するとぎは 

田や畑に建物を建てたり、駐車場をつくったりす 
る場合の手続きを説明します 

農業委員会 一般 約 1 2 0 分 

G - 4 住宅防火対策について 
火災•地震から大切な命を守るための対策につい 
てお話します 

相馬消防署 
小学生 
以上 

6 0 〜 9 0 分 

G - 5 応急手当対策について ヶガを負った場合の応急手当方法を教えます 相馬消防署 
小学生 
以上 

6 0 〜 9 0 分 

G - 6 地域防災対策について 大地震が発生した場合の対策方法をお話します 相馬消防署 
小学生 
以上 

6 0 〜 9 0 分 

G - 7 
高齢者の救急予防 
について 

救急搬送事例から高齢者にあリがちなケガや事故 
の予防対策のお話をします 

相馬消防署 
晶齢者 

60歳以上 
6 0 〜 9 0 分 

G - 8 
相馬市の水道水 
について 

おいしい水のひみつをお話します 
相馬地方広域 
水道企業団 

小学生 
以上 

4 5 〜 1 2 0 分 

G - 9 訪問看護について 訪問看護ステーションのサ_ビス内容について 
相馬方部 
衛生組合 

一般 約 6 0分 
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「まちづくリ出前講座」 

NQ 講座名 内 容 担当 対象 開催時間 

G - 1 0 被害者等支援講座 
犯罪や事故によって受ける被害の現実についてお 
話します 

ふくしま犯罪 
被害者支援 
センター 

一般 約 9 0分 

G - 1 1 災害救援ボランティア 
災害ボランティアセンターの運営を通して、ボラ 
ンティアの活動状況について説明します 

相馬RH社会 
福祉協議会 

どなたで 
も 

約 6 0分 

G - 1 2 

認知症を知ろう 
(認知症サポーター養 

成講座） 

認知症について正しい知識を持ち、助け合うこと 
ができれば、認知症の人も家族も穏やかに暮らす 
ことができます。認知症になっても安心して暮ら 
せるための「認知症サポーター養成講座」です。 

相馬市社会 
福祉協議会 

小学校高 
学年以上 

6 0 〜 9 0 分 

G - 1 3 特別メニュー ご希望に添える講座を出来るかぎり準備いたしま 
す 

関係各所 
小学生 
以上 

120分以内 

V-1 
心と体の体力• 
気力アップ講座 

呼吸法とツボ押し、ス卜レッチで心と体をケアす 
るコツを教えます 

井 上 佳 香 
小学生 
以上 

約 6 0 分 

V-2 ふれあい講座 
つらい体験を分かち合って、気持ちを安らぐよう 
に導いていく講座です 

井 上 佳 香 
どなたで 

も 
約 6 0分 

V-3 
相馬の名所旧跡 
(歴史ばなし） 

相馬市内の歴史的建造物や名所など、昔から伝わ 
る歴史の解説と講話 

伊 東 康 夫 
小学生 
以上 

約 6 0分 

V-4 

日本に最初に伝来した 
本格派「終南門正宗太 
極拳」の出前演舞 

蒋介石の命によリ文化特使として来日した人間国 
宝、王樹金老師の伝えた太極拳、形意拳の演舞。 
解説つき 

沼 崎 幸 彦 
見るだけ 
なのでど 
なたでも 

6 0 〜 9 0 分 

V-5 
氣をパワーアップする 

不老長寿健康講座 

氣の宇宙論と太極拳、宇宙医学からみた氣功の原 
理、健康の土台となる風水など、氣の健康法を面 
白く解説 

沼 崎 幸 彦 
ふしぎな 
話のお好 
ぎなかた 

6 0 〜 9 0 分 

V - 6 
自分でできる美肌づく 
りのコッとマッサージ 

簡単な皮膚理論から毎日の肌のお手入れをその道 
20年のセラピス卜が伝授 

相馬エタルニテ 
佐藤ひろみ 

18歳以上 6 0 〜 9 0 分 

V-7 メイクアップ講座 
はじめてメイクする方、高校生やOLの方、お年寄 
リには若返りの元にも。自分の魅力を引き出した 
い方へも 

相馬エタルニテ 
佐藤ひろみ 

18歳以上 6 0 〜 9 0 分 

V-8 
誰でも出来る！ 
ビューティアップ法 

美しく健康な肌へと導くポイントをスキンケアか 
らメイクまで分かリやすくお伝えします 

横 山 法 子 
小学生 
以上 

6 0 〜 9 0 分 

V-9 
ココロとカラダの 
健康づくリ 

植物の香リの心地良い空間の中で、心と体を癒し、 
健康へ導くス卜レッチやマッサージ等をお伝えし 
ます 

横 山 法 子 
小学生 
以上 

6 0 〜 9 0 分 

V - 1 0 
環境問題が身近になる 
お話 

誰もが使う日用品や化粧品が私たちの地球環境や 
健康にどう影響するのかを実験等を通して伝えま 
す 

横 山 法 子 
小学生 
以上 

4 5 〜 6 0 分 

V-11 
地デジについて 
学んでみよう！ 

地上デジタルテレビの特徴、使われている技術な 
どを従来のアナログテレビと比較してやさしく解 
説します 

中 田 稔 
(家電アドバ 
イザ一) 

小学5年 
生以上 

4 5 〜 6 0 分 

V - 1 2 
薬の知識と正しい 
使い方 

健康な生活を送るための、正しい薬の知識を分か 
リやすくお話しします。 

丸 山 咎 四 郎 
どなたで 

も 
6 0 〜 9 0 分 

V-13 
ストレッチ& 
卜レーニング 

ヨガをスポーツに適した動きにアレンジしたスト 
レッチで柔軟性を高め、筋力を高める卜レーニン 
グで丈夫で力のある筋肉づくりを<しなやかで強 
い体づくリ>と<ダイエッ卜>をどうぞ！ 

N P O 法 人 
そうま中央ス 
ポーツクラブ 

JTL 孝
_ 

どなたで 
も 

6 0 〜 9 0 分 

V - 1 4 カンフー&太極拳 

中国の武術を基にした早い動きのカンフーとゆっ 
たリとのびやかでなめらかなうごきの太極拳で、 
それぞれの特性を生かして内臓の強化と体づくリ 
をしてみませんか 

N P O 法 人 
そうま中央ス 
ポーツクラブ 

fiL 孝一 

どなたで 
も 

6 0 〜 9 0 分 

V-15 

フランスの貴族の中で 
発展した「ぺタンク」 
を楽しんでみませんか 

ぺタンクの方法やルールを誰でもできるように丁 
寧に教えます 

N P〇法人 
そうま中央ス 
ポーツクラブ 

青 田 治 子 

どなたで 
も 

6 0 〜 9 0 分 

V - 1 6 
バドミン卜ンを 
初歩から教えます 

ラケッ卜の持ち方から始め、シャ卜ルの当て方を 
遊びながら覚え、二人で打てるように教えます 

N P〇法人 
そうま中央ス 
ポーツクラブ 

土 肥 サ タ 

小学生 6 0 〜 9 0 分 

• 問 い 合 わ せ 先 生 涯 学 習 課 s 37-2187 

H23.10.1広報そうまゆ 



ふくしま大卒等合同就職面接会開催 

福島労働局、公共職業安定所、福島県等の主催による、 

次の方を対象にした合同就職面接会を開催します。 

• 平 成 2 4 年 3 月 に 大 学 院 • 大 学 • 短 大 • 高 専 • 専 修 学 校 

などを卒業予定の方 

•平成21年3月、平成22年3月、平成23年3月に大学院-

大学•短大•高専•専修学校などを卒業し現在就職活動を 

している方 

事前申し込みは不要です。ぜひご参加ください。 

• 日 時 1 1 月 2 日 （ 水 ） 1 3 時 〜 1 6 時 

•場所郡山ビューホテルアネックス（郡山市中町1 0 -

10) 

•内容事業所のブースにおける人事担当者との個別面 

談、安定所等各機関による職業相談•情報提供など、参加 

事業所は開催1週間前に、福島労働局H P上で公開します。 

• 問 い 合 わ せ 先 福 島 労 働 局 職 業 安 定 課 （ S O 2 4 -

5 2 9 — 5 3 9 6) 

O*広報そうまH23.10. 

自
賠
責
保
険•

共
済
の 

有
効
期
限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

自
賠
責
保
険•

共
済
は
、
万
一 

の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本
的
な 

対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動 

機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自 

動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て 

お
り(

自
動
車
損
害
賠
償
保
障 

法)

、
自
賠
責
保
険•

共
済
な
し 

で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
の
で 

ご
注
意
く
だ
さ
い
！ 

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、 

特
に
、
車
検
制
度
の
な
ぃ
2
5
0
0 
0 

以
下
の
バ
イ
ク(

原
動
機
付
自
転 

車
•
軽
一
一
輪
自
動
車)

は
、
有
効 

期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご
注
意 

を
！ 

平
成
2
4
年
度 

入
札
参
加
資
格
審
査
追
加
申
請
を
受
付 

市
で
は
、
平
成
M
年
度
の
建
設 

工
事
•
委
託
.
物
品
の
入
札
参
加 

資
格
申
請
を
受
付
け
ま
す
。
所
定 

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
ぅ 

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

要
項
と
様
式
は
財
政
課
で
配
布 

す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
^
—4

ぺ
^“

ジ 

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
丨
ド
も
で
き
ま 

す
。 郵

送
に
よ
り
請
求
す
る
場
合 

は
、§

円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
A 

4
版
が
入
る
返
信
用
封
筒
を
同
封 

し
て
、
財
政
課
に
送
付
し
て
く
だ 

さ
い
。 

ま
た
、
相
馬
方
部
衛
生
組
合
に 

つ
い
て
も
、
市
に
準
じ
て
別
に
申 

請
受
付
を
行
い
ま
す
。
要
項
と
様 

式
は
相
馬
方
部
衛
生
組
合
で
配
布 

す
る
ほ
か
、
相
馬
市
の
ホ
^
^
ム 

ぺ•

^
シ
よ
り
タ
ウ
ン
ロ
"
ド
も
で 

き
ま
す
。 

•
受
付
期
間
平
成
2
3
年
1
1
月
ー 

日〜

1
1
月
3
0
日 

(

土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日 

は
除
き
ま
す)

 

•
提
出
方
法 

•
相
馬
市=

持
参
か
郵
送(

メ
丨 

ル
便
可)

 

•
相
馬
方
部
衛
生
組
合=

郵
送
の 

み(

メ
‘—

ル
便
可)

 
•
ホ
丨
ム
ぺ
丨
ジ
ア
ド
レ
ス 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
o
m
a
.
 

rck-cshima.j-a/
 

•
受
付
先 

•
相
馬
市=
〒
9
7
6 

—
 

8
6
0
1
相
馬
市
中
村
字
大
手 

先
1
3
番
地
相
馬
市
役
所
庁
舎
3 

階
財
政
課 

•
送
付
先 

•
相
馬
市=

〒
9
7
6
丨 

8
6
0
1
相
馬
市
中
村
字
大
手 

先
B
番
地
財
政
課 

•
相
馬
方
部
衛
生
組
合=

 

〒
9
7 
6
丨
8
6
0
1
相
馬
市 

中
村
字
大
手
先
1
3
番
地
相
馬
方 

部
衛
生
組
合 

•
問
い
合
わ
せ
先 

•

財

政

課

管

財

係

(

a 

リ 
2
1
2
4)

 

•
相
馬
方
部
衛
生
組
合(

S 

巧
4
1
2
4)

 

ご
相
談
く
だ
さ
い
！ 

『

電
話
公
証
相
談』

 

1
0
月
ー
日〜

7
日
は
公
証
週
間 

相
続•

遺
言•

離
婚•

契
約
な 

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
上
の
相
談 

に
応
じ
る『

電
話
公
証
相
談』

を
、 

公
証
週
間
中
の
1
0
月
1
日(

土)
 

〜

2
曰(

日)

の
午
前
9
時
か
ら 

午
後
5
時
ま
で
行
い
ま
す
。
相
談 

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

公
証
制
度
は
、
権
利
関
係
を
公 

正
証
書
な
ど
に
し
て
お
く
こ
と
で 

後
日
の
争
い
を
防
ぎ
、
権
利
や
財 

産
を
守
る
制
度
で
す
。
無
用
な
遺 

産
争
い
を
防
ぐ「

遺
言」

や
、
土 

地•

建
物
の
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴 

ぅ
養
育
費
の
支
払
い
、
任
意
後
見 

契
約
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

•
相
談
.
問
い
合
わ
せ
先
市
役 

所
地
下
ー
階
相
馬
公
証
役
場 

(
0
3
6
1
0
0
8) 

http://www.city.soma
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震災で被災された産婦に対する義援金=ケショ支給 

途上国の妊産婦と女性の命と健康を守る活動を行っている国際協力NGOジョイセフ（財団 

法人家族計画国際協力財団）は、東日本大震災発生直後から募金を呼びかけ、5月末までに、 

約 4 , 0 0 0万円の義援金が国の内外から寄せられました。 

ジョイセフはこれをもとに、企業からいただく支援金の一部を加え、東日本大震災で被災さ 

れた、岩手県、宮城県、福島県の産婦に次の要領で義援金を直接支給します。 

•ケショとはアフリカで広く使用されているスワヒリ語で「あした」を意味します。 

•対象者被災時に岩手、宮城、福島3県に住民粟があった被災者（居住する家屋が「全壊」 

または「半壊」した方、または「警戒区域」に居住していた方）で、平成23年3月1日〜12 

月31日に出産した女性 

參支給金額一人あたり5 0, 0 0〇円 

•申請方法 

®対象者である産婦が、被災時に住民粟のあった市町村に、り災証明書など（当該産婦の居住 

する家屋が「全壊」または「半壊」した、または「警戒区域」に居住していたことがわかる書 

類をいう。以下同じ）および住民粟など（世帯構成がわかる書類をいう。以下同じ）の発行を 
n(~t 5主 
甲摘 

©市町村が、産婦に対し、り災証明書などおよび住民粟などを発行 

©産婦が、（1)り災証明書など、（2)住民粟など、（3)母子健康手帳の出生届出済証明（出生 

の届出をした市町村の公印が捺印されたもの。出生の事実がわかる書類をいう）などのコピー、 

(4)申請書をジョイセフに送付。郵送のみの受け付けです。 

©ジョイセフから、産婦の指定口座（原則として産婦本人名義）宛に直接振り込み 

•申請書入手方法 

•ファクスによる請求 0 3 — 3 2 3 5 — 9 7 7 6国際協力NG〇ジョイセフ「ケショ」担当 

• 郵 送 に よ る 請 求 〒 1 6 2 — 0 8 4 3東京都新宿区市谷田町1一10保健会館新館国際協力 

NG〇ジョイセフ「ケショ」担当 

•ジヨイセフホ一ムぺ一ジよリダウンロ”"ド http://www.joicfp.or.jp/sp/PDF/kesho_app.pdf 

• 申請書受付期限平成 2 4年 2月 2 9曰（必着） 

※但し、義援金の資金が終了した場合は、支給を早期に締め切ることもありますので、ご了承 

ください。 

•問い合わせ先（ S O 3 — 3 2 6 8 — 3 1 7 2) 

• E メ 一ル kesho@joicfp.or.jp 

• 担 当 石 井 、 鈴 木 

第
3
回
松
川
浦
の 

未
来
を
語
る
、
セ
ミ
ナ—

ル 

市
民
会
義 

「

愛
す
る
松
川
浦
へ
の 

思
い
を
語
っ
て
み
ょ
ぅ」

 

3
月
U
日
の
震
災
で
、
私
た
ち 

は
住
み
な
れ
た
故
郷
を
失
っ
て
し 

ま
い
ま
し
た
。 

7
力
月
た
っ
た
今
、
失
っ
て
し 

ま
っ
た
も
の
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ 

れ
な
が
ら
、
前
を
向
い
て
少
し
ず 

つ
歩
み
始
め
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
新
た
な
故
郷
を
作
っ 

て
い
く
に
あ
た
り
、
私
た
ち
が
大 

切
に
し
て
き
た
も
の
、
ぜ
ひ
後
世 

に
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
を
み
ん 

な
で
確
認
し
合
い
ま
し
ょ
ぅ
。 

•
話
題
提
供
•
講
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木
孝
男 

氏(

東
北
大
学
大
学
院
生
命
科
学 

研
究
科
助
教
•
専
門
は
群
衆
生
態 

学•

主
に
干
潟
に
生
息
す
る
底
生 

動
物
の
調
査
•
研
究)

 

•
日
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月
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1
3
時 

3
0
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•
場
所
は
ま
な
す
館
2
階
会
讓 

室 •
入
場
料
無
料 

•
主
催
松
川
浦
の
未
来
を
語
る 

、
セ
ミ
ナ
丨
ル
実
行
委
員
会 

•
後
援
市
、
市
教
育
委
員
会 

•
申
込
•
問
い
合
わ
せ
先
N
P 

o
法
人
フ
I
太
郎
の
森
基
金
内 

S
3
8
7
8
2
0)
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図書館あんない 
おすすめ図書 

『〇し I V Eいのちを守るハンドプック』 

N O S I G N E R [編] 

メディアファクトリー 

OLIVE(オリ一ブ）は、東 

日本大震災から40時間後に 

開設した、生きるための知識 

を集めて共有するwikiプロ 

ジェクト。ここに寄せられた 

アイデアの中から、さまざま 

な状況で使える15 0のアイ 

デアを紹介します。 

『津波！ ！稲むらの火その後』 

範 忠 

社 

村
文 

高
沒 

絵] 

江戸時代の大地震の時、稲 

むらに火を放ち、津波の襲来 

を知らせて村人たちを救った 

五兵衛のその後の活躍を紹 

介。私財をなげうち、村と村 

人を守る目的で行った大防波 

堤の建設を描く。子どもたち 

が防災を考えるのに最適な絵 

本です。 

※おすすめ図書の内容説明はTRC図書館流通 

センタ一TOOLiより引用しています。 

毎月の新しく入った図書の一覧は図書館で配布 

しております。また、相馬市のホームページで 

もご覧になれます。 

おはなしの部屋 

一読み聞かせと折り紙一 

• 日 時 1 0 月 1 曰 （ 土 ） 1 0 ： 30 

テーマニ「おでかけ」 

折り紙=「うさぎ」 

• 日 時 1 1 月 5 曰 （ 土 ） 1 0 ： 30 

丁- -マ = 「秋•おいしいなあ」 

折り紙=「くり」 

•場所図書館内「こどもの部屋」 

•お知らせ今年が『相馬中村開府4 0 0年』 

にあたり、関連する図書資料の別置展示を11 

月29曰（火）まで開催しています。ぜひ、ご 

覧ください。 

•問い合わせ先 

相 馬 市 図 書 館 S 3 7 — 2 6 3 0 

相馬看護専門学校学生募集 

相馬看護専門学校では、平成2 4年4月入学の学生 

を次により募集します。 

• 募 集 人 員 4 0名 

畚 修 業 年 限 3 年 

• 受 験 料 2 万 円 

•試験の種類推薦入学（公募•特別）試験および 

般入学試験 

《推薦人学試験》 
•受験資格 

•公募推薦ニ福島県相馬地方の市町村に住所を有し、 

平成2 4年3月に高等学校を卒業見込みで、高等学校 

長が推薦する者 

•特別推薦=福島県相馬地方の市町村に住所を有し、 

高等学校を卒業した者 

※詳しくは、お問い合わせください（東日本大震災に 

より避難している場合など）（S 37-8118) 

• 願書受付 1 0月 7曰（金）〜 1 0月 2 8日（金） 

※郵送の場合は綺切日の消印のあるものまで有効 

• 試 験 期 日 1 1 月 1 5 日 （ 火 ） 

•試験の方法学科試験（数学I )、小論文試験、面 

接試験 

《一般人学試験》 
•受験資格学校教育法による高等学校を卒業した者 

(平成2 4年3月卒業見込みの者を含む）または、こ 

れと同等以上の学力があると認められる者。 

•願書受付 1 1月 1 8日（金）〜 1 2月 1 6日（金） 

※郵送の場合は綺切日の消印のあるものまで有効 

•試験期曰 

• 第 1 次 試 験 平 成 2 4 年 1 月 6 日 （ 金 ） 

• 第 2 次 試 験 平 成 2 4 年 1 月 2 4 日 （ 火 ） 

•試験の方法 

• 第 1 次 試 験 学 科 試 験 

(国語総合（漢文は除く）、数学I、英語I、生物I ) 

• 第 2 次 試 験 面 接 試 験 

•募集要項•受験願書の配布 

相馬看護専門学校において配布しています。郵送を 

希望する場合は、返信先（氏名、郵便番号、住所）を 

記載し2 4 0円切手を貼った返信用封筒（角型2号 

2 4cmx 3 3 cm)を必ず同封のうえ請求してくださ 

い。 

•問い合わせ先相馬看護専門学校（ S 37-8118) 

® 広 報 そ う ま H 2 3 . 1 0 . 1 
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相馬市の人口（9月1曰現在） 

人口 37,000 人 （ — 6 3 ) 

男 1 7 , 9 8 3 人 （ 一 3 3 ) 

女 1 9 , 0 1 7 人 （ - 3 0 ) 

世 帯 数 1 3 , 6 6 5 世 帯 ( + 3 2 ) 

表紙の:feはな 

く 犠 牲 者 の 魂 を 天 高 

事 鎮魂-

山
本
寛
斎
氏
プ
ロ
デ
ュ
丨
ス•

 

日
本
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
東
曰 

本
大
震
災
鎮
魂
行
事「

天
灯」

は 

震
災
発
生
か
ら
半
年
の
節
目
を
翌 

日
に
控
え
た
9
月2

日
、
相
馬
原 

釜
新
漁
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
仮
設
住
宅
入
居
者
の
た 

め
に
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が 

運
行
さ
れ
、
市
内
の
被
災
者
な
ど 

約
9
0
0
人
が
参
加
し
、
灯
ろ
ぅ
を
夜 

空
に
高
く
上
げ
て
震
災
の
犠
牲
者 

の
魂
を
弔
い
ま
し
た
。 

テ—

マ
は
鎮
魂(

R
e
q
u
i
e
m
)
、

 

祈
り(

p
r
a
y
)
、

応
援(

c
h
e
e
r
)
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
込
め
ら
れ
た 

メ
ッ
セ
丨
ジ
は「

上
を
向
い
て
行 

く
ぞ」

。 
天
灯
上
げ
に
先
立
ち
、
立
谷
市 

長
が「

ど
こ
の
地
域
よ
り
も
早
く 

立
派
な
復
興
を
遂
げ
る
こ
と
を
、 

犠
牲
に
な
つ
た
方
々
に
対
し
、
お 

愈 奪 

誓
い
す
る」

と
あ
い
さ
つ
。 

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
と
同 

じ
傷
を
負
つ
た「

ス
マ
ト
ラ
沖
大 

地
震」

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、「

チ
ェ 

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
事 

故」

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
代
表
し
て 

そ
れ
ぞ
れ
の
大
使
か
ら
の
メ
ッ 

セ
丨
ジ
映
像
が
上
映
さ
れ
た
り
、 

ホ
ラ
貝
の
音
を
合
図
に
ス
テ
丨
ジ 

前
に
騎
馬
武
者
3
騎
が
現
れ
る
な 

ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
j
シ
ヨ
ン
が 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
を
代
表
す
る
フ
リ
丨
ジ
ャ 

ズ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
奏
者
、
近
藤
等 

則
さ
ん
の
演
奏
と
と
も
に
、
夜
空 

に
放
た
れ
た
無
数
の
灯
ろ
ぅ
は
、 

犠
牲
者
の
魂
を
夜
空
に
送
り
届
け 

な
が
ら
、
幻
想
的
な
世
界
を
作
り 

出
し
、
会
場
の
人
々
の
心
を
静
か 

に
癒
し
ま
し
た
。 

天灯上げのあと、「がんばっていこう！」とカづよ 
メッセージを発信する山本寛斎氏と立谷市長 
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